
平成29年9月14日　差替

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　大学番号の欄については，平成２９年３月３１日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況

　　　　　報告書等の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には設置時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（◇◇学部（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０４６７－５４－３７１８

　　　ｅ－mail　　ssoumu@stf.bunkyo.ac.jp

　　　（夜間）　　０４６７‐５３‐２１１１

平成２9年５月１日現在　　

　作成担当者

　　担当部局（課）名　　湘南校舎事務局総務課

　　　職名・氏名　　課長
カチョウ

　　相原
アイハラ

　真
マ

佐
サ

巳
ミ

　　　電話番号　　０４６７‐５３‐２１１１

学校法人文教大学学園　　　

[平成26年度設置］

　　　計画の区分：学部の学科の設置
　　　　　　　　　　　　　　　注１

文教大学　情報学部　情報社会学科

文教大学　情報学部　メディア表現学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

届出

大学番号：０００
注３

大学番号：私046
注３
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ワタナベ　　タカシ ） （ ノジマ　マサヤ ）

渡　辺　　孝 野島　正也

（平成２１年４月） （平成２９年４月）

（ ノジマ　マサヤ ） （ コンドウ　ケンジ ）

野島　正也 近藤　研至

（平成２５年４月） （平成２９年４月）

（イイノ　マモル） （シャクシ　タカヒロ）

飯野　守 釈氏　孝浩
（平成２５年４月） （平成２７年１月）

（セキ　テツロウ）

関　哲朗

（平成２６年４月）

（フジカケ　マサクニ）

藤掛　正邦

（平成２６年４月）

学科長等
(メディア表現

学科)

教育研究推進体制の充実を図
るため、新たに学科長を選任
（平成26年4月1日）（26）

　　　　学校法人文教大学学園

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　ください。

（２） 大　学　名
　　　　文教大学

（３） 大学の位置

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　〒２５３－８５５０
　　　　神奈川県茅ヶ崎市行谷字大島１１００番地
　　　〒３４３－８５１１

　　　　埼玉県越谷市大字南荻島字出津３３３７番地

（４） 管理運営組織

職　　名

理 事 長
平成28年5月27日付前任者辞
任による交代（29）

学　　長
平成29年3月31日付任期満了
による交代（29）

学 部 長
平成26年12月31日付前任者辞
任による交代（27）

学科長等
(情報社会学

科)

教育研究推進体制の充実を図
るため、新たに学科長を選任
（平成26年4月1日）（26）

　　　　された記載があれば，そこに赤字で見え消し修正）するとともに，上記と同様に，「備考」に変更理由等を
　　　　記入してください。
　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。
　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は，各職に相当する職名の方を記載してください。

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成２７年度に報告済の内容　→（27）

　　　　　　平成２９年度に報告する内容　→（29）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告
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　　　・　なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は，平成２６年度開設の４年制の学科の場合（平成２９年度までの４年間）ですが，開設年度・

　　　に報告書を作成してください。

情報学部

情報社会学科

学士（情報学）

情報学部

メディア表現学科

学士（情報学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

333 ― 270 ― 306 ― 573 ―
(　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　)

[   2　 ] [   ―　 ] [   3　 ] [   ―　 ] [   3　 ] [   ―　 ] [   2　 ] [   ―　 ]

318 ― 248 ― 292 ― 552 ―
(　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　)

[   2　 ] [   ―　 ] [   2　 ] [   ―　 ] [   2　 ] [   ―　 ] [   0　 ] [   ―　 ]

268 ― 231 ― 270 ― 293 ―
(　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　)

[   1　 ] [   ―　 ] [   1　 ] [   ―　 ] [   2　 ] [   ―　 ] [   0　 ] [   ―　 ]

103 ― 94 ― 107 ― 109 ―
(　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　)

[   0　 ] [   ―　 ] [   1　 ] [   ―　 ] [   2　 ] [   ―　 ] [   0　 ] [   ―　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

人 人 人 人 人 人 人 人

667 ― 475 ― 457 ― 680 ―

(　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　)

[   2　 ] [   ―　 ] [   6　 ] [   ―　 ] [   1　 ] [   ―　 ] [   8　 ] [   ―　 ]

639 ― 452 ― 436 ― 657 ―

(　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　)

[   2　 ] [   ―　 ] [   4　 ] [   ―　 ] [   1　 ] [   ―　 ] [   7　 ] [   ―　 ]

248 ― 243 ― 263 ― 203 ―

(　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　)

[   1　 ] [   ―　 ] [   1　 ] [   ―　 ] [   1　 ] [   ―　 ] [   4　 ] [   ―　 ]

112 ― 111 ― 118 ― 109 ―

(　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　) (　 ― 　)

[   1　 ] [   ―　 ] [   1　 ] [   ―　 ] [   1　 ] [   ―　 ] [   4　 ] [   ―　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

[ 　　若干名　　 ] [ 　　若干名　　 ] [ 　　若干名　　 ] [ 　　若干名　　 ]

志願者数

95 95 95 95

(　　―  　) (　　―  　) (　　―  　) (　―　)

1.24 1.14

-

年 人 年次 人

人

(　　―  　) (　　―  　)

メ
デ
ィ

ア
表
現
学
科

Ａ　 入学定員

1.17倍

(　―　) (　―　)

　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号
　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２９年度

95 380
-

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

（注）・　定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科の分野
設 置 時 の 計 画

備　　考
修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

人

4 95 380

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

年 人 年次 人

4
学士

学士

95

1.14

備　　考

情
報
社
会
学
科

Ａ　 入学定員

1.08倍

[ 　　若干名　　 ] [ 　　若干名　　 ] [ 　　若干名　　 ] [ 　　若干名　　 ]

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

1.08 0.98 1.12

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
平均入
学定員
超 過
率

95 95

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

1.17 1.16

95

（社会学・社会福祉学関係）

（社会学・社会福祉学関係）
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（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。
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　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[　 ― 　] [　 ― 　] [　1 　] [　 ― 　] [   2　 ] [　 ― 　] [　 ― 　] [　 ― 　]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　）

103 ― 94 ― 107 ― 109 ―

[　-  ] [　 ― 　] [　1 　] [　 ― 　] [　 2 　] [　 ― 　]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　）

100
101

― 90 ― 103 ―

[　 ― 　] [　 ― 　] [　 1 　] [　 ― 　]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　）

96 ― 88 ―

[　 ― 　] [　 ― 　]

（　―　） （　―　）

94 ―

3
[　1 ]

[　 ― 　] [　1 　] [　 ― 　] [   1　 ] [　 ― 　] [　 4 　] [　 ― 　]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　）

112 ― 111 ― 118 ― 109 ―

[　3  ] [　 ― 　] [   1　 ] [　 ― 　] [　 1 　] [　 ― 　]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　） （　―　）

111 ― 110 ― 114 ―

[　3  ] [　 ― 　] [　 1 　] [　 ― 　]

（　―　） （　―　） （　―　） （　―　）

111 ― 109 ―

[　 3 　] [　 ― 　]

（　―　） （　―　）

111 ―

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は，春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は，その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また，その他の学期に入学定員を設けている場合は，備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。

　　　・（　）内には，留年者の状況について，内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してくだ

　　　　さい。

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

（　　 ―　　 ） （　　 ―　　 ）

備　　　　　考

情
報
社
会
学
科

１年次

誤記載のため訂正
(29)
平成28年度入学生の
うち1名が2年進級時
に情報学部情報シス
テム学科に転科(29)２年次

３年次

４年次

計
[　　 ―　 　] [　　1　 ]

103 195

メ
デ
ィ

ア
表
現
学
科

１年次

（　　 ―　　 ） （　　 ―　　 ） （　　 ―　　 ）

112 222 339 443

前年度計上漏れの留学
生が2名在籍していた
ため、訂正(27)

２年次

３年次

４年次

計

3
[　　 1　 　]

[　　4　　 ] [　　5　  ] [　　9　 ]

（　　 ―　　 ）

293 394

[　　 3　 　] [　　 3　 　]
（　　 ―　　 ） （　　 ―　　 ）
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２６年度 3 人 0 人
就学意欲の低下（2名）

他の教育機関への入学・転学(1名)

平成２７年度 4 人 0 人
就学意欲の低下（2名）
就職（1名）除籍(1名)

平成２８年度 2 人 0 人
就学意欲の低下（1名）

他の教育機関への入学・転学(1名)

平成２９年度 0 人 0 人 ―

平成２７年度 4 人 0 人
他の教育機関への入学・転学(3名)

除籍(1名)

平成２８年度 2 人 0 人
就学意欲の低下（1名）

他の教育機関への入学・転学(1名)

平成２９年度 0 人 0 人 ―

平成２８年度 3 人 0 人
他の教育機関への入学・転学(1名)

就学意欲の低下（1名）、家庭の事情（1名）

平成２９年度 0 人 0 人 ―

109 人 0 人 平成２９年度 0 人 0 人 ― 0 ％

413 人 18 人 4.8 ％

平成２６年度 1 人 0 人 除籍（1名）

平成２７年度 0 人 0 人 ―

平成２８年度 0 人 0 人 ―

平成２９年度 0 人 0 人 ―

平成２７年度 1 人 0 人 海外留学（1名）

平成２８年度 1 人 0 人 就職（1名）

平成２９年度 0 人 0 人 ―

平成２８年度 4 人 0 人
他の教育機関への入学・転学(2名)

就学意欲の低下（2名）

平成２９年度 0 人 0 人 ―

109 人 0 人 平成２９年度 0 人 0 人 ― 0 ％

450 人 6 人 1.3 ％

8.7 ％

（注）・　数字は，平成２９年５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　　　ありません。）

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　 ・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２９年５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

主な退学理由

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

退学者数（内訳）

退学者数
退学者数の
うち留学生数

平成２９年度
入学者

合　　計

　　　区　分

対象年度

入学者数（b） 退学者数（a）

人9

平成２７年度
入学者

94 人 6 人 6.3 ％

平成２８年度
入学者

107 人 3 人 4.6 ％

メ
デ
ィ
ア
表
現
学
科

平成２６年度
入学者

112 人 1 人

平成２８年度
入学者

118 人 4 人

情
報
社
会
学
科

平成２６年度
入学者

103 人

0.8 ％

平成２７年度
入学者

111 人 2 人 2.7 ％

2.5 ％

平成２９年度
入学者

合　　計
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兼
5
6

兼担教員の退職および担当コマ数調
整のため担当者変更（28）

兼
2
3

兼担教員のコマ数調整および兼任講
師の担当辞退のため担当者変更
（29）

兼 2

兼 1

兼

1
2
1
2

兼担教員欠勤のため担当者減員
（29）
兼担教員復職のため担当者追加
（27）
兼担教員欠勤のため担当者変更
（26）

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼
1
2

兼担教員の担当コマ数調整のため変
更（28）

兼
2
1

教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）

兼 1
専任教員の担当コマ数調整のための
変更（26）

兼 1

兼 2

兼 7

兼 1
履修希望者が少なく、茅ヶ崎市との
共催が実現しなかったため（26）

兼
1
2

兼担教員の退職による変更（28）

兼 2

兼 1

兼 2
専任教員の担当コマ数調整のための
変更（27）

兼
1
2

兼任講師の担当辞退による変更
（27）

兼 1

兼 1

兼 1

兼
2
1

兼担教員の担当コマ数調整および教
育効果に鑑み、担当者変更（29）

兼 1

兼 1

兼
2
1

教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）

兼 1

兼 2

兼 1

兼 1

兼

46
45
48
49

小計（35科目） － 2 68 0 2
0
1

0 0 0

現代社会の栄養論 1秋・2春 2

現代社会のジェンダー論 1秋・2春 2

現代社会のエネルギー論 1秋・2春 2

生命科学 1秋・2春 2

生態系と人間 1秋・2春 2

技術と人間 1秋・2春 2

数理思考の活かし方 1秋・2春 2

メディア論 1秋・2春 2

情報倫理とモラル 1秋・2春 2

情報社会論 1秋・2春 2

宗教学入門 1秋・2春 2

政治学入門 1秋・2春 2

法学入門 1秋・2春 2 1

経済学入門 1秋・2春 2

経営学入門 1秋・2春 2

社会学入門 1秋・2春 2

総合科目Ａ
非開講

１春・秋 2

スポーツ・健康演習 １春・秋 2

スポーツ科学 １春・秋 2

心理学 １春・秋 2

人間関係論 １春・秋 2 1

美術 １春・秋 2

文学 １春・秋 2

音楽 １春・秋 2

論理学 １春・秋 2

日本国憲法 １春・秋 2 1

文化人類学 １春・秋 2

倫理学 １春・秋 2

哲学 １春・秋 2

自然科学基礎 １春・秋 2

2

共
通
教
育
科
目

キャリア形成基礎 １春・秋 2 1

数学基礎 １春・秋 2

近現代史基礎 １春・秋

地理学基礎 １春・秋 2

２　授業科目の概要

＜情報学部　情報社会学科＞

（１） 授業科目表

科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

日本語表現基礎 １春・秋 2
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兼
5
4
8

教育効果に鑑み、担当者を追加
（28）
語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者変更（26）

兼
4
7

語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者変更（26）

兼
5
4
8

教育効果に鑑み、担当者を追加
（28）
語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者変更（26）

兼
4
7

語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者変更（26）

兼
2
1
2

教育効果に鑑み、担当者を追加
（28）
語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者変更（27）

兼
2
4

語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者変更（27）

兼
2
1
2

教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）
兼担教員の育児休暇取得による変更
（28）

兼 2

兼 1

兼 1

兼 2

兼 2

兼 1

兼 1

兼 1
兼任講師の担当辞退による変更
（28）

兼 1

兼 1

兼 2

兼 2

兼
3
2

教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）

兼
2
3
4

兼担教員欠勤のため担当者減員
（29）
兼担教員の担当辞退による変更
（26）

兼
3
2
3

兼任講師の担当辞退による変更
（27）
兼任講師の担当辞退による変更
（26）

兼 2

兼 2

兼
3
1
2

教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）
兼任講師の担当辞退による変更
（28）

兼
1
2

兼任講師の担当辞退及び兼担教員の
欠勤による変更（27）

兼 1

兼 1

兼 2

兼
1
2

兼任講師の担当辞退による変更
（28）

兼 1

兼 1

兼

27
26
25
26
28

0

コリア語Ⅲ 2春 2

中国語Ⅲ 2春 2

0小計（32科目） － 4 52 0 1 0 0

スペイン語Ⅲ 2春 2

フランス語Ⅲ 2春 2

ドイツ語Ⅲ 2春 2

コリア語Ⅱ 1秋・2春 2

中国語Ⅱ 1秋・2春 2

スペイン語Ⅱ 1秋・2春 2

フランス語Ⅱ 1秋・2春 2

ドイツ語Ⅱ 1秋・2春 2

コリア語Ⅰ 1春・秋 2

中国語Ⅰ 1春・秋 2

スペイン語Ⅰ 1春・秋 2

フランス語Ⅰ 1春・秋 2

ドイツ語Ⅰ 1春・秋 2

専門英語D 3秋 2

専門英語C 3秋 2

専門英語B 3春 2 1

専門英語A 3春 2

日本語E 2秋 2

日本語D 2春 2

日本語C 1秋 2

日本語B 1春 2

日本語A 1春 2

情報英語D 2春・秋 1

情報英語C 2春・秋 1 1

情報英語B 2春・秋 1 1

英語ⅡB １秋 1

1

英語ⅠB １春 1

外
国
語
科
目

英語ⅠA 1春 1

英語ⅡA １秋 1

情報英語A 2春・秋
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兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1
兼任講師の担当辞退による変更
（28）

兼 1

兼 1

兼 1

専任教員の担当コマの都合により開
講期を変更（29）

専任教員の担当コマの都合により開
講期を変更（30）

兼
7
8

教職課程認定申請における審査結果
を受けて、専門選択科目から専門必
修科目に変更（26）

兼 1
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、専門必修科目に追加
（26）

兼 1
教育効果に鑑み、担当者を変更
（29）
専任教員の退職による変更（28）

兼 2

兼

3
2
1
2

教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）
兼任講師の担当辞退による変更
（27）

学内規程により昇任（28）
担当：石野　正彦（教授）

兼 1
兼任講師の担当辞退による変更
（29）
専任教員の退職による変更（28）

学内規程により昇任（28）
担当：石野　正彦（教授）

兼 1

教育効果に鑑み、開講期を変更
（29）
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、専門必修科目に追加
（26）

学内規程により昇任（28）
担当：石野　正彦（教授）

兼 1
兼任講師の担当辞退による変更
（29）
専任教員の退職による変更（28）

兼 1
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、専門選択科目から専門必
修科目に変更（26）

兼
2
1

教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）
専任教員の退職による変更（28）

兼
4
1

教育効果に鑑み、担当者変更（29）
学内規程により昇任
担当：石野　正彦（教授）
専任教員の退職による変更（28）

兼
4
1

教育効果に鑑み、担当者変更（29）
学内規程により昇任
担当：石野　正彦（教授）
専任教員の退職による変更（28）

兼 1
学内規程により昇任
担当：石野　正彦（教授）
専任教員の退職による変更（28）

兼 1
学内規程により昇任
担当：石野　正彦（教授）
専任教員の退職による変更（28）

卒業研究B 4秋 4 6
3
4

卒業研究A 4春 2 6
3
4

ゼミナールB 3秋 2
4
6

3
4

ゼミナールA 3春 2
4
6

3
4

プロジェクトマネジメント 2秋・3春 2 1

経営の分析と計画 2秋・3春 2 1

ハードウェア 2春・秋 2

コミュニケーション・デザイン演習 2春・秋 2 1

コミュニケーション戦略 2春・秋 2 1

総合演習C 2秋 2
3
4

2

総合演習B 2春 2
4
3

1
2

アルゴリズムとデータ構造 1秋・2春 2 1

学外実習B 1秋 2
3
2

2
3

学外実習A 1秋 2
3
4

1

人間愛と情報社会 1秋 2 1

総合演習A 1秋 2
3
2

1
2

基礎演習B 1春 2 1 1

データベース 1春・秋 2

専
門
必
修
科
目

情報社会と法 1春・秋 2 1

基礎演習A 1春 2
3
2
3

1

文章演習 1春 2

小計（11科目） － 0 22 0
3
2

1 0 0 0

現代社会と著作権 1秋・2春 2 1

観光英語 1秋
1秋・2春

2 1

社会システムモデリング 1秋
1秋・2春

2 1

情報学序論 1秋・2春 2

情報処理概論 1秋・2春 2

1秋・2春 2

情報通信ネットワーク 1秋・2春 2

情報と社会 1秋・2春 2 1

学
部
共
通
科
目

メディア表現論 1秋・2春 2

雑誌文化論 1秋・2春 2

サブカルチャー論 1秋・2春 2

メディアリテラシー
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兼

13
7
6
7
4

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

教職課程認定申請における審査結果
を受けて、専門選択科目から専門必
修科目に変更（26）

兼 1
学内規程により昇任（28）
担当：石野　正彦（教授）
専任教員採用に伴う変更（26）

兼 1

兼 1

学内規程により昇任（28）
担当：石野　正彦（教授）

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

学内規程により昇任（28）
担当：石野　正彦（教授）

兼 1

兼 1

兼 1 専任教員の退職による変更（28）

兼 1品質と信頼性のマネジメント 3春 2

待ち行列によるシステムと社会の設計 3春 2 1

時間とスケジュールのマネジメント 3春 2 1

意思決定の科学 2春 2 1

知的財産法 2秋 2 1

成功のプランニング 2春・秋 2 1

システム分析 2春・秋 2 1

企業活動と情報システム 2春・秋 2

プロジェクトマネジメント特講B 2春 2

ソフトウエアの品質 2春 2 1 1

ビジネス法 2秋 2

プロジェクトマネジメント特講A 1秋 2

国際ビジネス環境の理解 1秋 2

モノづくりの科学 1秋 2 1

Webプログラミング 1秋・2春 2

情報サービス産業の理解 1春 2 1 1

企業経営の理解 1春 2

異文化理解とモノづくり 1春 2

ビジネス情報処理演習 1春・秋 2 1 1

情報社会と法 1春・1秋 2 1

ブランド論 3秋 2

経営組織論 3秋 2

説得コミュニケーション論  3秋 2 1

ビジネス・イノベーション 3秋 2 1

ビジネス発想演習 3秋 2

消費者行動論 3春 2

メディア・ビジネス論 3春 2

販売管理 3春 2

マーケティング・リサーチ演習 3春 2

企画書作成とプレゼンテーション技法 3春 2 1

コミュニケーション戦略特講B 2秋 2

戦略PR論 2秋 2

ビジネスモデル論 2秋 2 1

調査集計法B 2秋 2 1

経営戦略論 2春 2 1

広告コミュニケーション論 2秋 2

コミュニケーション戦略特講A 　 2春 2

商品企画 2秋 2

流通概論 2春 2

調査集計法A 2春 2 1

マーケティング・リサーチ  2春 2

ディベート演習 2春 2

クリエイティブ演習 1秋・2春 2 1

マーケティング・コミュニケーション論 1秋 2 1

インタラクティブメディア概論 1秋 2 1

2 1

ロジカルシンキング 1春 2 1

専
門
選
択
科
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
門
選
択
科
目

社会心理学概論 1春 2 1

情報収集技法 1春 2 1

問題解決法 1秋

　　　21
小計（17科目）

－
44
36

0 0 6
3
4

0 0 0

専
門
必
修
科
目
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兼 1

学内規程により昇任（28）
担当：石野　正彦（教授）

兼 1

学内規程により昇任（28）
担当：石野　正彦（教授）

兼 1

兼 1

兼 1
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、専門選択科目から専門必
修科目に変更（26）

兼 1

兼 1

兼

25
26
24
25

兼 1

兼 1
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、科目名を変更（26）

兼 1

兼 1

兼担教員の担当コマの都合により開
講期を変更。（28）
兼担教員の担当コマの都合により変
更（27）
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、担当者を変更（26）

兼 1

兼 1
教職課程認定申請における審査結果
を踏まえ、科目区分を変更（26）

兼 1

兼 1
前年度誤記載のため科目名を訂正
（27）

兼 1
前年度誤記載のため科目名を訂正
（27）

兼 1
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、科目名・区分を変更
（26）

兼
1
2
1

兼担教員の担当コマ数調整のため担
当者変更。兼任教員の本務の都合に
より開講期を変更。（28）
兼担教員欠勤のため担当者変更
（27）
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、科目名を変更（26）

兼 1
兼担教員の担当コマの都合により変
更（28）

兼 1

兼 1

兼 3

兼 2

兼 3

兼

11
9
11
6
5

　　 15
小計(17科目）

ー 0 0
30
34

0 0 0 0 0

教職実践演習 4秋 2

教育実習Ｂ（高校） 4春・4秋 2

教育実地研究 3秋 2

学校教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む） 2秋 2

生徒指導・進路指導論 3春 2

教育方法・技術論
3春
3秋

2

特別活動論
特別活動の研究

2春
2秋

2

道徳教育指導論
道徳教育の研究

2秋 2

情報科教育法Ⅱ
商業科教育法Ⅱ

3秋 2

情報科教育法Ⅱ
商業科教育法Ⅱ

3春 2

教育課程論 2春 2

1秋
1春
1秋

2

学級経営論 1秋 2

教育制度・社会論 2春 2

教
職
に
関
す
る
科
目

教職概論 １春 2

教職論
教育職の研究

1春 2

教育原理 2春 2

教育心理学

0

情報社会のリテラシ 2秋 2

キャリア研究C 2秋 2 1

0
　　　６４
小計（６６科目）

－ 0
128
132

0 6
3
4

0

インターンシップ 2秋 2 1

モンゴルの言語・文化・産業 2秋 2 1

ベトナムの言語・文化・産業 2春 2

ハードウェア 2春・2秋 2

海外研修B 2春 2 1

海外研修A 1秋 2 1

人とチームのマネジメント 3秋 2

不確実性とリスクのマネジメント 3秋 2 1

コスト見積りのマネジメント 3秋 2

ソフトウエアの構成とテスト 3秋 2 1 1

データモデリング 3秋 2

ソフトウエア開発計画 3春・秋 2 1 1

システム設計 3春・秋 2

情報社会における都市計画 3春 2 1

経済性の科学 3春 2 1

専
門
選
択
科
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
門
選
択
科
目
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兼
兼

1
1

兼担教員復職のため変更（28）
兼担教員欠勤のため非開講（27）
教職課程認定申請における審査結果
を踏まえ、科目区分を変更。（26）

兼 1
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、科目名・区分を変更
（26）

兼 3

兼 3

兼
120
111
116
113

0
181

合計（179科目）
－

50
42

270
274

36 7
3
4

0 0

　　 3
小計(1科目）

ー 0 0
6
2

0 0 0 0 0

総合演習 3春 2

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２８年度に認可（届出）された大学等は設置認可（届出）時）より変更されているものは

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。
　　　　

（２） 授業科目数

　　　　赤字見え消し修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計 必　修 選　択 自　由 計

[　　　] [　2　] 追加したため

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

[　4　] [ △2 ]

22科目 139科目 18科目 179科目 26科目 137科目 18科目 181科目 教職課程認定審査の結果を受け、選択科目

2科目を必修科目に変更および必修科目を2科目

学級経営論
1秋
非開講

1秋
2教

科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目

2秋 2
道徳教育指導論
道徳教育の研究
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 総合科目Ａ 2 1春・秋 一般 選択

２

３

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 該当なし

２

３

1

179

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　留意してください。

　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0.55 ％

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

共通教養科目「総合科目Ａ」は、文教大学所在地である茅ヶ崎市と「共催」の形をとった授業内容となっ
ており、履修希望者が少なく、茅ヶ崎市から講師を派遣いただいて共催することができなかったため、非
開講に至った。学生に対しては、「履修のてびき」において、あらかじめ不定期開催であることを明示
し、非開講となる可能性があることを明示している。（29）
共通教養科目「総合科目Ａ」は、文教大学所在地である茅ヶ崎市と「共催」の形をとった授業内容となっ
ており、履修希望者が少なく、茅ヶ崎市から講師を派遣いただいて共催することができなかったため、非
開講に至った。学生に対しては、「履修のてびき」において、あらかじめ不定期開催であることを明示
し、非開講となる可能性があることを明示している。（28）
共通教養科目「総合科目Ａ」は、文教大学所在地である茅ヶ崎市と「共催」の形をとった授業内容となっ
ており、履修希望者が少なく、茅ヶ崎市から講師を派遣いただいて共催することができなかったため、非
開講に至った。学生に対しては、「履修のてびき」において、あらかじめ不定期開催であることを明示
し、非開講となる可能性があることを明示している。（27）
共通教養科目「総合科目Ａ」は、文教大学所在地である茅ヶ崎市と「共催」の形をとった授業内容となっ
ており、履修希望者が少なく、茅ヶ崎市から講師を派遣いただいて共催することができなかったため、非
開講に至った。学生に対しては、「履修のてびき」において、あらかじめ不定期開催であることを明示
し、非開講となる可能性があることを明示している。（26）

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

廃止の理由，代替措置の有無

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

履修希望者が少なく、茅ヶ崎市との共
催が実現しなかったため非開講とし
た。代替措置なし。（29）
履修希望者が少なく、茅ヶ崎市との共
催が実現しなかったため非開講とし
た。代替措置なし。（28）
履修希望者が少なく、茅ヶ崎市との共
催が実現しなかったため非開講とし
た。代替措置なし。（27）
履修希望者が少なく、茅ヶ崎市との共
催が実現しなかったため非開講とし
た。代替措置なし。（26）
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兼
6
7

兼担教員の退職および担当コマ数調
整のため担当者変更（28）

兼
2
1

専任教員の担当コマ数調整のため担
当者変更（29）
専任教員の育児休業取得による担当
者変更（28）
前年度誤記載のため訂正（27）

兼 2

兼 1

兼

1
2
1
2

兼担教員欠勤のため担当者減員
（29）
兼担教員復職のため担当者追加
（27）
兼担教員欠勤のため担当者変更
（26）

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 2

兼 1

兼 1

兼
1
2

兼担教員の担当コマ数調整のため変
更（28）

兼
兼

1
1

教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）
兼担教員の担当辞退による変更
（27）

兼
1
2

専任教員の担当コマ数調整のための
変更（26）

兼 1

兼 2

兼 7

兼 1
履修希望者が少なく、茅ヶ崎市との
共催が実現しなかったため（26）

兼
1
2

兼担教員の退職による変更（28）

兼 2

兼 1

兼
2
3

兼担教員の担当コマ数調整のための
変更（27）

兼
1
2

兼任講師の担当辞退による変更
（27）

兼 1

兼 1

兼 1

兼
2
1

専任教員の担当コマ数調整および教
育効果に鑑み、担当者変更（29）
学内規程により昇任（26）
担当：酒井信（准教授）

兼 1

兼 1

兼
2
1

教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）

兼 1

兼 2

兼 1

兼 1

兼

47
43
45
48
50

1
2
1

0
2
1

0
1

0 0小計（35科目） － 2 68 0

共
通
教
育
科
目

現代社会の栄養論 1秋・2春 2

現代社会のジェンダー論 1秋・2春 2

現代社会のエネルギー論 1秋・2春 2

メディア論 1秋・2春 2

生命科学 1秋・2春 2

生態系と人間 1秋・2春 2

技術と人間 1秋・2春 2

1 1

数理思考の活かし方 1秋・2春 2

情報倫理とモラル 1秋・2春 2

情報社会論 1秋・2春 2

宗教学入門 1秋・2春 2

政治学入門 1秋・2春 2

法学入門 1秋・2春 2

経済学入門 1秋・2春 2

経営学入門 1秋・2春 2

社会学入門 1秋・2春 2

総合科目Ａ
非開講

１春・秋 2

スポーツ・健康演習 １春・秋 2

スポーツ科学 １春・秋 2

心理学 １春・秋 2

1

人間関係論 １春・秋 2

美術 １春・秋 2

１春・秋 2

文学 １春・秋 2

音楽 １春・秋 2

倫理学 １春・秋 2

論理学 １春・秋 2

哲学 １春・秋 2

日本国憲法

地理学基礎 １春・秋 2

文化人類学 １春・秋 2

＜情報学部　メディア表現学科＞

（１） 授業科目表

科目
区分 授業科目の名称

配 当
年 次

単位数

キャリア形成基礎 １春・秋 2

自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

自然科学基礎 １春・秋 2

近現代史基礎 １春・秋 2

２　授業科目の概要

専任教員等の配置
備　　　　考

必　修 選　択

1 1 1

数学基礎 １春・秋 2

日本語表現基礎 １春・秋 2
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兼
5
4
7

教育効果に鑑み、担当者を追加
（28）
語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者変更（26）

兼
3
4
6

語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者変更（29）
語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者変更（26）

兼
5
4
7

教育効果に鑑み、担当者を追加
（28）
語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者変更（27）
語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者変更（26）

兼

3
4
3
4
6

語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者変更（29）
教育効果に鑑み、担当者を追加
（28）
前年度誤記載のため訂正（27）
語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者変更（26）

兼
2
1

教育効果に鑑み、担当者を追加
（28）
語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者変更（27）

兼 3
語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者変更（27）

兼
3
2
1

教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）
語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者変更（27）

兼
2
1

語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者変更（27）

兼 1

兼 1

兼 2

兼 2

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 2

兼 2

兼
3
2

教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）

兼
2
3
4

兼担教員欠勤のため担当者減員
（29）
兼担教員の担当辞退による変更
（26）

兼
3
2
3

兼任講師の担当辞退による変更
（27）
兼任講師の担当辞退による変更
（26）

兼 2

兼 2

兼
3
1
2

教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）
兼任講師の担当辞退による変更
（28）

兼
1
2

兼任講師の担当辞退及び兼担教員の
欠勤による変更（27）

兼 1

兼 1

兼 2

兼
1
2

兼任講師の担当辞退による変更
（28）

兼 1

兼 1

兼

28
27
25
27

0
1
1

0 0小計（32科目） － 4 52 0
0
1

コリア語Ⅲ 2春 2

中国語Ⅲ 2春 2

スペイン語Ⅲ 2春 2

フランス語Ⅲ 2春 2

ドイツ語Ⅲ 2春 2

コリア語Ⅱ 1秋・2春 2

中国語Ⅱ 1秋・2春 2

スペイン語Ⅱ 1秋・2春 2

フランス語Ⅱ 1秋・2春 2

ドイツ語Ⅱ 1秋・2春 2

コリア語Ⅰ 1春・秋 2

中国語Ⅰ 1春・秋 2

スペイン語Ⅰ 1春・秋 2

フランス語Ⅰ 1春・秋 2

ドイツ語Ⅰ 1春・秋 2

専門英語D 3秋 2

専門英語C 3秋 2

専門英語B 3春 2

専門英語A 3春 2

日本語E 2秋 2

日本語D 2春 2

日本語C 1秋 2

日本語B 1春 2

1

日本語A 1春 2

1

情報英語D 2春・秋 1

1

情報英語C 2春・秋 1

1

情報英語B 2春・秋 1

1
1

情報英語A 2春・秋 1

１秋 1英語ⅡB

1
1

英語ⅡA １秋 1

英語ⅠB １春 1

1

外
国
語
科
目

英語ⅠA 1春 1

1
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兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1
兼担教員の担当コマの都合により開
講期を変更（29）

兼 1
兼担教員の担当コマの都合により開
講期を変更（29）

兼 1

兼 8

学内規程により昇任（26）
担当：酒井信（准教授）

兼 3

兼 1
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、専門選択科目から専門必
修科目に変更（26）

兼 1

専任教員の担当コマ数調整のための
変更（27）
専任教員の担当コマ数調整のための
変更（26）

兼
2
1
2

教育効果に鑑み、担当者を追加
（28）
兼任講師の担当辞退による変更
（27）
学内規程により昇任（26）
担当：酒井信（准教授）

兼 2
学内規程により昇任（26）
担当：酒井信（准教授）

兼 1

兼任講師の担当辞退による変更
（29）
教育効果に鑑み、担当者を追加
（28）
教職課程認定審査の結果を受けて、
専門選択科目から専門必修科目に変
更
（26）

兼 1

専任講師の復職による担当者変更
（29）
専任講師の育児休業取得による担当
者変更（28）
学内規程により昇任（26）
担当：酒井信（准教授）

兼 1

教育効果に鑑み、担当者を追加
（28）
誤記載により訂正(27)
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、、専門選択科目から専門
必修科目に変更（26）

兼 3

専任講師の復職および教育効果に鑑
み、担当者を変更（29）
専任講師の育児休業取得による変更
（28）
学内規程により昇任（26）
担当：酒井信（准教授）

兼 2

教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）
学内規程により昇任（26）
担当：酒井信（准教授）

兼
11
8
5

4
3

2
3

0 0

4
3

2
3

　　　16
小計（13科目）

－
38
32

5

4
3

2
1
2
3

卒業研究 4通 6 5

1

ゼミナール 3通 4
4
5

ｸﾛｽﾒﾃﾞｨｱ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 2秋 2

1

CG&ゲーム制作（ゲーム企画） 2春 2 2 1

プレゼミナールＣ 2秋 2 2

1

2
1
2
3

マス・コミュニケーション論 2春 2 1

2

プレゼミナールＢ 2春 2 1

プレゼミナールＡ 1秋 2 2

広告表現Ⅰ 1秋 2 1

1 1

メディア社会学 1秋 2

文章演習Ⅱ(時事教養) 1秋 2

文章演習Ⅰ(コミュニケーション) 1春 2

2

2 1

1

1

1
2
1

1

1 1

2 1 0 0 0

1
1

専
門
必
修
科
目

基礎演習Ａ 1春 2

小計（11科目） － 0 22 0

社会学概論 1春

1

情報表現デザイン 1春

基礎演習Ｂ 1春 2

現代社会と著作権 1秋・2春 2

観光英語 1秋
1秋・2春

2

社会システムモデリング 1秋
1秋・2春

2

情報学序論 1秋・2春 2

情報処理概論 1秋・2春 2

情報通信ネットワーク 1秋・2春 2

雑誌文化論 1秋・2春 2

情報と社会 1秋・2春 2

1

メディアリテラシー 1秋・2春 2

学
部
共
通
科
目

メディア表現論 1秋・2春 2

1

サブカルチャー論 1秋・2春 2

1
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兼 1
専任教員の担当コマ数調整のため変
更（29）

兼 1

兼 1
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、専門選択科目から専門必
修科目に変更（26）

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

教職課程認定申請における審査結果
を受けて、専門選択科目から専門必
修科目に変更（26）

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

学内規程により昇任（26）
担当：酒井信（准教授）

兼 1

専任教員の担当コマ数調整のため変
更（29）

兼 1

兼 1

兼 1
就任予定だった兼任講師の急逝によ
り、開講期を変更
開講期までに後任を補充する（29）

兼
1
2

兼任講師の担当辞退による変更
（28）

教職課程認定申請における審査結果
を受けて、専門選択科目から専門必
修科目に変更（26）

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

1

モンゴルの言語・文化・産業 2秋 2

1

ベトナムの言語・文化・産業 2春 2

キャリア研究Ａ 2春 2

1

メディア調査研究法Ⅰ（量的調査研究の技法） 2春 2

1

社会調査論 2春 2

1

演技・パフォーマンス演習Ⅰ 2春 2

演出演習Ⅰ 2春 2

1

写真技法 2春 2

ショートムービー制作 2春 2

サウンドプロデュース 2春 2

1

ラジオ・ポッドキャスト番組制作Ⅱ 2春 2

1

アニメーション制作Ｂ（CGアニメーション） 2春 2

CG&ゲーム制作（ゲーム企画） 2春 2

1

記事制作Ａ 2春 2

1

インタビュー・取材論 2春 2

1

出版論 2春 2

1

コピーライティング
2秋
2春

2

1

広告表現Ⅱ 2春 2

1

広告表現論 2春 2

1

広告論 2春 2

映像表現Ⅰ 2春 2

映像ポストプロダクション演習（映像編集・MA・完パケ） 2春 2

1 1

映像技術演習Ⅱ 2春 2

映像プロデュース論 2春 2

1 1

放送論 2春 2

1

ジャーナリズム論 2春 2

1

記号論 2春 2

海外研修Ｂ 2春 2

情報セキュリティ 1春・秋 2

コンピュータ応用 1秋 2

ラジオ・ポッドキャスト番組制作Ⅰ 1秋 2

アニメーション制作Ａ（アニメーション基礎） 1秋 2

インタラクティブメディア概論 1秋 2

1

Webデザイン 1秋 2

1

出版演習 1秋 2

1

広告表現Ⅰ 1秋 2

シナリオ研究演習 1秋 2

映像技術演習Ⅰ 1秋 2

1

映像プリプロダクション演習Ⅱ（構成） 1秋 2

海外研修Ａ 1秋 2

情報社会と法 1春・秋 2

映画分析演習 1春 2

1

コンピュータ概論 1春 2

情報表現デザイン 1春 2
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専
門
選
択
科
目

コミュニケーション論基礎 1春 2

1

映像プリプロダクション演習Ⅰ（企画） 1春 2

1
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兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼
1
2

兼任講師の担当辞退による変更
（29）

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、開講期を変更（27）

兼 1

専任教員の担当コマの都合により、
開講期変更（29）
学内規程により昇任（26）
担当：酒井信（准教授）

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

専任教員の担当コマの都合により、
開講期変更（29）
学内規程により昇任（26）
担当：酒井信（准教授）

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼 1

兼

35
36
34
35

5
4
3

1
2

0 0
　　　92
小計（95 科目）

ー 0
186
192

0

1

コンテンツ・プロデュース 3秋 2

1

情報学特殊講義Ｂ 3秋 2

ノンフィクション演習 3秋 2

スポーツ・メディア論 3秋 2

メディア・デザイン論 3秋 2

1

ソーシャル・メディア・コミュニケーション 3秋 2

1

メディア分析法（質的調査研究の技法） 3秋 2

1

ドキュメンタリー論 3秋 2

1

グローバル・メディア論 3秋 2

現代メディア史 3秋 2

1 1

ファション・インテリア研究 3春 2

情報学特殊講義Ａ
3秋
3春

2

ユニバーサルデザイン論 3春 2

ダンス表現演習 3春 2

社会調査の統計学 3春 2

1 1

商品・企画研究 3春 2

小説・評論演習
3秋
3春

2

1

イベント企画演習 3春 2

1

特殊撮影演習 3春 2

1

社会観の流れ 3春 2

1

メディア効果論 3春 2

1

ジャーナリズム史 3春 2

1

コミュニケーション倫理・法制 3春 2

メディア調査研究法Ⅲ（総合演習） 3通 4

1

ハードウエア
2春・秋

2秋 2

インターンシップ 2秋 2

リサーチデータのリテラシー 2秋 2

1

メディア調査研究法Ⅱ（多変量解析の技法) 2秋 2

1

言語コミュニケーション論 2秋 2

1

演技・パフォーマンス演習Ⅱ 2秋 2

1

演出演習Ⅱ 2秋 2

モバイルコンテンツ制作（コンテンツ企画） 2秋 2

サウンドデザイン（DTM音楽制作） 2秋 2

サウンド基礎 2秋 2

マンガ表現（ストーリーマンガ制作） 2秋 2

アニメーション制作Ｃ（アート表現） 2秋 2

アニメーション文化論 2秋 2

記事制作Ｂ 2秋 2

クロスメディアと出版ビジネス 2秋 2

新聞論 2秋 2

ＣＭ制作 2秋 2

1

ＰＲ・広報論 2秋 2

1

テレビコマーシャル論 2秋 2

テレビ番組制作（スタジオ） 2秋 2

1

ミュージックビデオ制作 2秋 2

1

映像メディア論 2秋 2

1

映像表現Ⅱ 2秋 2

1

映画史 2秋 2

コミュニケーションデザイン論 2秋 2
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科
目
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兼 1

兼 1
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、科目名を変更（26）

兼 1 単位数誤記載のため訂正（28）

兼 1

兼担教員の担当コマの都合により開
講期を変更。（28）
兼担教員の担当コマの都合により変
更（27）
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、担当者を変更（26）

兼 1

兼 1
教職課程認定申請における審査結果
を踏まえ、科目区分を変更（26）

兼 1

兼 1
前年度誤記載のため科目名を訂正
（27）

兼 1
前年度誤記載のため科目名を訂正
（27）

兼 1
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、科目名・区分を変更
（26）

兼
1
2
1

兼担教員の担当コマ数調整のため担
当者変更。兼任教員の本務の都合に
より開講期を変更。（28）
兼担教員欠勤のため担当者変更
（27）
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、科目名を変更（26）

兼 1
兼担教員の担当コマの都合により変
更（28）

兼 1

兼 1

兼 3

兼 2

兼 3

兼

11
8
11
6
5

兼
兼

1
1

兼担教員復職のため変更（28）
兼担教員欠勤のため非開講（27）
教職課程認定申請における審査結果
を踏まえ、科目区分を変更。（26）

兼 1
教職課程認定申請における審査結果
を受けて、科目名・区分を変更
（26）

兼 3

兼 3

兼

122
117
114
119
120

4
3

2
3

0 0

0 0 0 0 0

合計（204科目） －
44
38

328
334

36

　　 3
小計(1科目）

ー 0 0
6
2

総合演習 3春 2

教
科
又
は
教
職
に
関
す
る
科
目

道徳教育指導論
道徳教育の研究

2秋 2

5

教育実地研究 3秋 2

　　 15
小計(17科目）

ー 0 0
30
34

0

教職実践演習 4秋 2

2

0 0 0 0

2

生徒指導・進路指導論 3春 2

教育方法・技術論
3春
3秋

2

学校教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む） 2秋

教育実習Ｂ（高校） 4春・4秋

道徳教育指導論
道徳教育の研究

2秋 2

特別活動論
特別活動の研究

2春
2秋

2

情報科教育法Ⅱ
商業科教育法Ⅱ

3秋 2

情報科教育法Ⅰ
商業科教育法Ⅰ

3春 2

教育課程論 2春 2

学級経営論 1秋 2

2

2

教育制度・社会論 2春 2

教育心理学
1秋
1春
1秋

2

教
職
に
関
す
る
科
目

教職概論 １春

教育原理 2春 2

教職論
教育職の研究

1春

　　　　以前）についても，設置認可時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，

　　　　赤字で見え消し修正をしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。
　　　　

　　　　赤字見え消し修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・  兼任，兼担の教員が担当する授業科目については，備考欄に担当する教員数を「兼○」と記入してください。

　　　・  授業科目を追加又は内容を変更する場合で，専任教員が担当するため教員審査が必要なものについては，

　　　　「専任教員採用等設置計画変更書」の審査予定年月等を「備考」に記入してください。（今後審査を受ける場合

　　　　には，「平成○年○月　提出予定」と記入してください。）

（注）・  認可申請書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  設置認可時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

　　　　で，前年度報告時（平成２８年度に認可（届出）された大学等は設置認可（届出）時）より変更されているものは

　　　・  「配当年次」について，設置認可申請時に開講時期を記入する必要がなかった学部等（平成１９年度認可

学級経営論
1秋
非開講

1秋
2

18



[　3　] [ △3 ]

教職課程認定審査の結果を受け、選択科目

3科目を必修科目に変更したため。

18科目 18科目 204科目 21科目 165科目 18科目 204科目

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計 必　修

[　　　] [　　　]

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

168科目

選　択

（２） 授業科目数

自　由 計

19



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 総合科目Ａ 2 1春・秋 一般 選択

２

３

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 該当なし

２

３

1

204

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

履修希望者が少なく、茅ヶ崎市との共
催が実現しなかったため非開講とし
た。代替措置なし。（29）
履修希望者が少なく、茅ヶ崎市との共
催が実現しなかったため非開講とし
た。代替措置なし。（28）
履修希望者が少なく、茅ヶ崎市との共
催が実現しなかったため非開講とし
た。代替措置なし。（27）
履修希望者が少なく、茅ヶ崎市との共
催が実現しなかったため非開講とし
た。代替措置なし。（26）

（注）・　設置時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（４） 廃止科目

廃止の理由，代替措置の有無

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び

（注）・　設置時の計画にあり，何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　教職大学院の場合は，「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

共通教養科目「総合科目Ａ」は、文教大学所在地である茅ヶ崎市と「共催」の形をとった授業内容となっ
ており、履修希望者が少なく、茅ヶ崎市から講師を派遣いただいて共催することができなかったため、非
開講に至った。学生に対しては、「履修のてびき」において、あらかじめ不定期開催であることを明示
し、非開講となる可能性があることを明示している。（29）
共通教養科目「総合科目Ａ」は、文教大学所在地である茅ヶ崎市と「共催」の形をとった授業内容となっ
ており、履修希望者が少なく、茅ヶ崎市から講師を派遣いただいて共催することができなかったため、非
開講に至った。学生に対しては、「履修のてびき」において、あらかじめ不定期開催であることを明示
し、非開講となる可能性があることを明示している。（28）
共通教養科目「総合科目Ａ」は、文教大学所在地である茅ヶ崎市と「共催」の形をとった授業内容となっ
ており、履修希望者が少なく、茅ヶ崎市から講師を派遣いただいて共催することができなかったため、非
開講に至った。学生に対しては、「履修のてびき」において、あらかじめ不定期開催であることを明示
し、非開講となる可能性があることを明示している。（27）
共通教養科目「総合科目Ａ」は、文教大学所在地である茅ヶ崎市と「共催」の形をとった授業内容となっ
ており、履修希望者が少なく、茅ヶ崎市から講師を派遣いただいて共催することができなかったため、非
開講に至った。学生に対しては、「履修のてびき」において、あらかじめ不定期開催であることを明示
し、非開講となる可能性があることを明示している。（26）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位までを記入してください。

　　　　留意してください。

　　　　「学生への周知方法」を記入してください。

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0.49 ％

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合
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備考

越谷校地合計

湘南校地合計

大学全体

湘南校地合計

湘南校地合計

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

3,639.31　㎡ 440 席 265,000　冊

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

1,884.66　㎡ 弓道場

（0）

計
11,743〔　2,039　〕　 540〔451〕　 462〔451〕　 102 198 0

（10,938〔1,847〕） （540〔451〕） （462〔451〕） （102） （198） （0）

情報学部メディア表現学科

7,306〔　1,131　〕　 143〔101〕　 104〔101〕　 8 110 0

（6,578〔987〕） （143〔101〕） （104〔101〕） （8） （110）

94 88 0

（4,360〔860〕） （397〔350〕） （350〔350〕） （94） （88） （0）

(５)

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具 標　　本

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

情報学部情報社会学科

4,434〔　906　〕　 397〔350〕　 358〔350〕　

75,081.64 ㎡

（ 75,081.64 ㎡） （　 　　　0 ㎡） （　 　　　0 ㎡） （ 75,081.64 ㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

５０　室 １４　室 １０　室

１１　室 ３　室

　　　 ９
　　　 ８

(補助職員 ６人)
（補助職員　２人）

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

42,060.28 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 42,060.28 ㎡

（ 42,060.28 ㎡） （       　0 ㎡） （　 　　　　㎡） （ 42,060.28 ㎡）

33,021.36 ㎡ 0 ㎡  0 ㎡ 33,021.36 ㎡

（ 33,021.36 ㎡） （　 　　　0 ㎡） （　　     0 ㎡） （ 33,021.36 ㎡）

75,081.64 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

湘南校地合計
※校地等(その他)
①緑地借用地
4,796.0㎡
-借用期間-
平成7年8月1日～
平成27年7月31日
②緑地駐輪場借用地
4,965.0㎡
-借用期間-
平成7年8月1日～
平成27年7月31日
③駐車場借用地
2,719.0㎡
-借用期間-
平成24年7月1日～
平成27年6月30日
④駐輪場借用地
2,628.0㎡
-借用期間-
平成24年10月1日～
平成27年9月30日

計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 146,235.7 ㎡ ㎡ ㎡ 146,235.7 ㎡

運動場用地 63,337.3 ㎡ ㎡ ㎡ 63,337.3 ㎡

小　　　計 209,573.0 ㎡ ㎡ ㎡ 209,573.0 ㎡

そ　の　他 15,108.0 ㎡ ㎡ ㎡ 15,108.0 ㎡

合　　　計 224,681.0 ㎡ ㎡ ㎡ 224,681.0 ㎡

湘南校地合計

情報処理学習施設補助
職員追加のため(28)
人事異動及び新規採用
のため2名増（27）

(４) 専任教員研究室

新設学部等の名称 室　　　　　　数

専任教員退職のため(29)
記載漏れのため追記
（27）

情報学部　情報社会学科
10
11

室

情報学部　メディア表現学科 11 室
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経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 22,050 千円
22,140 千円
22,230 千円
22,140 千円

設備購入費 5,066 千円 4,666 千円 4,666 千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

1,280 千円 1,010 千円 1,020 千円 1,030 千円 ―　千円 ―　千円

学生納付金以外の維持方法の概要

※共同研究費について
は、大学全体として申
請を行い、学長が申請
に基づき審査の上決定
しているため、記載し
た額は大学全体の額。
・教員数減少の為
（29）
・教員数増加のため
（26）
※図書購入費について
は、電子ジャーナル、
外部データベースを含
む。

(８) 教員１人当り研究費等 300　千円 300　千円 図書購入費 983 千円 983 千円 983 千円

補助金収入，手数料収入，資産運用収入，事業収入，雑収入　等

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は，その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２９年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（29）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」

（注）・　設置時の計画を，申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合，　　　　

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均定員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

　人間科学研究科
　　　臨床心理学専攻(博士課程) 3 2 - 6

博士
（心理学） 0.00 平成12年度

埼玉県越谷市大字
南荻島字出津3337番地

　　　臨床心理学専攻(修士課程) 2 20 - 40
修士

（心理学） 0.97 平成5年度 同上

　　　人間科学専攻(修士課程) 2 10 - 20
修士

（人間科学） 0.40 平成17年度 同上

　言語文化研究科
　　　言語文化専攻(博士課程) 3 2 - 6

博士
（文学） 0.83 平成24年度 同上

　　　言語文化専攻(修士課程) 2 10 - 20
修士

（文学） 1.05 平成11年度 同上

　教育学研究科
　　　学校教育専攻(修士課程) 2 10 - 20 修士

（学校教育） 0.35 平成19年度 同上

　情報学研究科
　　　情報学専攻(修士課程) 2 6 - 12

修士
（情報学） 0.41 平成17年度

神奈川県茅ヶ崎市
行谷字大島1100番地

　国際学研究科
　　　　国際学専攻（修士課程） 2 5 - 10

修士
（国際学） 0.80 平成27年度 同上 平成27年4月設置

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

平均定員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

　教育学部
　　　学校教育課程 4 250

人

-

970
学士

（教育学） 1.16 昭和44年度
埼玉県越谷市大字

南荻島字出津3337番地
平成28年4月
入学定員増（15）

　　　心理教育課程 4 100 - 400
学士

（教育学） 1.13 平成15年度 同上

　人間科学部
　　  人間科学科 4 140 - 560

学士
（人間科

学）
1.13 昭和51年度 同上

　　　臨床心理学科 4 120 - 480
学士

（人間科
学）

1.18 平成10年度 同上

　　　心理学科 4 140 - 560
学士

（人間科
学）

1.12 平成20年度 同上

　文学部
　　日本語日本文学科 4 120 - 510

学士
（文学） 1.14 昭和62年度 同上

平成29年度4月
入学定員減
（△10）

　　英米語英米文学科 4 100 - 490
学士

（文学） 1.13 昭和62年度 同上
平成29年度4月
入学定員減
（△30）

　　中国語中国文学科 4 70 - 370
学士

（文学） 1.14 昭和62年度 同上
平成29年度4月
入学定員減
（△30）

外国語学科 4 70 70 学士
（文学） 1.18 平成29年度 同上 平成29年4月設置

　　情報社会学科 4 95 - 380
学士

（情報学） 1.08 平成26年度 同上 平成26年4月設置

　　メディア表現学科 4 95 - 380
学士

（情報学） 1.17 平成26年度 同上 平成26年4月設置

　　広報学科 4 - - -
学士

（情報学） - 昭和55年度 同上
平成26年4月
学生募集停止

　　経営情報学科 4 - - -
学士

（情報学） - 昭和55年度 同上
平成26年4月
学生募集停止

　国際学部
　　　国際理解学科 4 120 - 480

学士
（国際学） 1.15 平成12年度 同上

　　　国際観光学科 4 125 - 500
学士

（国際学） 1.21 平成12年度 同上

　健康栄養学部
　　　管理栄養学科 4 100 - 400

学士
（栄養学） 1.06 平成22年度 同上

　経営学部
　　　経営学科 4 165 - 660

学士
（経営学） 1.15 平成26年度 同上 平成26年4月設置

　文教大学大学院

４　既設大学等の状況

　文教大学

　情報学部
　　情報システム学科 4 95 - 380

学士
（情報学） 1.17 昭和61年度

神奈川県茅ヶ崎市
行谷字大島1100番地

平成26年4月
入学定員減（△55）
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　　　　※なお，課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は，法令上規定されている組織上

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が設置している全ての大学（学部，学科），

　　　　大学院（専攻）及び短期大学（学科）（ＡＣ対象学部等含む）について，それぞれの学校種ごとに，

　　　　平成２９年５月１日現在の上記項目の情報を記入してください。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等，「入学定員を定めている組織」ごとに記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織ごと」には，課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　　「備考」に「平成○○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　　の最小単位（大学であれば「学科」，短期大学であれば「専攻課程」）でも記載してください。

　　　・専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。

      ・ＡＣ対象学部等についても必ず記入してください。

　　　・「平均入学定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　平均の小数点以下第２位まで（小数点以下第３位を切り捨て）を記入してください。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員・収容定員・平均入学定員超過率は「－」とし，
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５　教員組織の状況

＜情報学部　情報社会学科＞

（１） 担当教員表

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名
（年　齢）

兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

備　　考
就任予定年月 担当授業科目名

教授
ｲｲﾉ　ﾏﾓﾙ
飯野　守
（62）

平成27年4月

基礎演習A※

現代社会と著作権

ゼミナールB 卒業研究A

卒業研究A

専 教授
ｲﾄｸ　ｼｮｳｺﾞ
井德　正吾

(62)
平成26年4月

基礎演習B※

情報社会と法 情報社会と法

学外実習A（集中） 学外実習A（集中）

法学入門 現代社会と著作権

教授専

卒業研究B

総合演習C

専

教職実践演習 削除 教職実践演習

教授
(学部長)

ｲｲﾉ　ﾏﾓﾙ
飯野　守
(61)

平成26年4月

未就任 法学入門

基礎演習A※

キャリア形成基礎平成28年4月
ｲｼﾉ　ﾏｻﾋｺ
石野　正彦

(61)

兼任 講師
ｲｼｲ　ﾉﾌﾞｱｷ
石井　信明

(55)
平成28年4月

卒業研究B

総合演習B

総合演習B

専

日本国憲法 日本国憲法

知的財産法

知的財産法 ゼミナールA

ゼミナールA ゼミナールB

卒業研究B 

講師兼任

経営の分析と計画 

卒業研究B

卒業研究A平成29年4月
ｲｼｲ　ﾉﾌﾞｱｷ
石井　信明

(57)
講師兼任

ｲｲﾉ　ﾏﾓﾙ
飯野　守
（64）

平成29年4月 総合演習C

専 教授
ﾀｹﾀﾞ ﾋﾄｼ
竹田　仁
（69）

平成29年4月 基礎演習A※

システム分析

学外実習A（集中）

基礎演習A※

卒業研究A

卒業研究B

キャリア形成基礎

卒業研究A

ゼミナールB

ゼミナールA

経営の分析と計画 

基礎演習A※

学外実習A（集中）

システム分析

総合演習C

経営の分析と計画 

ゼミナールA

ゼミナールB

学外実習A（集中）

マーケティング・コミュニケーション論

総合演習B

コミュニケーション戦略 

兼任 講師 平成29年4月 システム分析

ゼミナールA

キャリア研究C

ゼミナールA

企画書作成とプレゼンテーション技法

ゼミナールB

卒業研究A

卒業研究B

平成26年12月31日付
学部長を辞任。
未就任科目については担当者が
複数人いるため支障はない
「教職実践演習」は申請時のご
記載のため削除（27）

平成28年4月
石井信明教授の専任退職(平成28
年3月31日付)に伴い、職名・担
当を変更（28）

専 平成26年4月
ｲｼｲ　ﾉﾌﾞｱｷ
石井　信明

(54)
教授

後任未定 学外実習A（集中）

専 教授

平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を変更
（29）

平成29年4月
石井信明兼任講師の就任辞退の
ため変更
当該科目については担当者が複
数名いるため支障はない（29）

ゼミナールB
平成29年4月

ｶﾄｳ　ﾃﾂﾛｳ
加藤　徹郎

(45)

ｷｯﾀ ﾐﾂﾋﾛ
橘田　光弘
（63）
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情報サービス産業の理解

卒業研究B 

卒業研究A

情報収集技法

総合演習A

ゼミナールB

ビジネス・イノベーション

卒業研究A

卒業研究B

専
教授
(学科
長)

ｾｷ　ﾃﾂﾛｳ
関　哲朗
(51)

平成26年4月

基礎演習A※

専 教授
ｵｻﾀﾞ　ﾋﾛｼ
長田　洋
(66)

平成26年4月

ロジカルシンキング

教授専

平成29年4月
ｾｷｸﾞﾁ ｱｷﾋｺ
関口　明彦

(58)
講師兼任

人間愛と情報社会

学外実習A（集中）

海外研修A（集中）

海外研修B（集中）

総合演習C

成功のプランニング

プロジェクトマネジメント

ゼミナールA

ゼミナールB

卒業研究A

卒業研究B

学外実習B（集中）

ﾀｹﾀﾞ ﾋﾄｼ
竹田　仁
（69）

教授専

ゼミナールB

ゼミナールA
平成29年4月

ﾀｶｷﾞ ﾏｻﾋﾛ
高木　正博

(64）

総合演習A

専 教授
ﾌｸｼﾏ　ｶｽﾞﾝﾄﾞ
福島　一人

(64)
平成26年4月 観光英語

学外実習B（集中）

モノづくりの科学

意思決定の科学

総合演習C

ゼミナールA

時間とスケジュールのマネジメント

待ち行列によるシステムと社会の設計

ゼミナールB

卒業研究A

卒業研究B

専 教授

ﾀｹﾀﾞ　ﾋﾄｼ
竹田　仁

(66)

平成26年4月

専 准教授
ｲｼﾉ　ﾏｻﾋｺ
石野　正彦

(59)
平成26年4月

情報サービス産業の理解

専 教授
ｲｼﾉ　ﾏｻﾋｺ
石野　正彦

(61)
平成28年4月

総合演習A

学外実習B

総合演習B

ソフトウエアの品質

ゼミナールA

ソフトウエア開発計画

ゼミナールB

ソフトウエアの構成とテスト

卒業研究A

卒業研究B 

ゼミナールA

ソフトウエアの品質

総合演習B

学外実習B

総合演習A

ソフトウエアの構成とテスト

ゼミナールB

ソフトウエア開発計画

平成26年4月
教育研究推進体制の充実を図る
ため、新たに学科長を選任
（26）

平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を変更
（29）

平成28年4月
学内規程により昇任（28）

平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を変更
（29）

ゼミナールB

ゼミナールA

卒業研究B

卒業研究A

ビジネス・イノベーション

問題解決法

学外実習B（集中）

総合演習A

情報収集技法

ロジカルシンキング

平成29年4月
ｵｻﾀﾞ　ﾋﾛｼ
長田　洋

(69)

問題解決法

総合演習B

経営戦略論

ビジネスモデル論

ゼミナールA

総合演習B

経営戦略論

ビジネスモデル論

卒業研究B

卒業研究A

待ち行列によるシステムと社会の設計

時間とスケジュールのマネジメント

総合演習C

意思決定の科学

モノづくりの科学

学外実習B（集中）

総合演習A

平成29年4月

講師兼任
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卒業研究A 卒業研究B

社会心理学概論

専 准教授
ｻｸﾏ　ｲｻｵ
佐久間　勲

(45)
平成26年4月

ゼミナールA ゼミナールB

ゼミナールB 説得コミュニケーション論

専

総合演習A 学外実習A（集中）

学外実習A（集中） 調査集計法A

調査集計法A 総合演習B

総合演習B 調査集計法B

調査集計法B モンゴルの言語・文化・産業（集中）

モンゴルの言語・文化・産業（集中） ゼミナールA

人間関係論 総合演習A

説得コミュニケーション論 卒業研究A

人間関係論

専 准教授
ﾏﾂﾓﾄ　ｼｭｳｲﾁ
松本　修一

(37)
平成26年4月

基礎演習A※

学外実習B（集中）

社会システムモデリング

総合演習C

インターンシップ（集中）

ゼミナールA

経済性の科学

情報社会における都市計画

ゼミナールB

不確実性とリスクのマネジメント

卒業研究A

卒業研究B

准教授
ｻｸﾏ　ｲｻｵ

佐久間　勲
(45)

平成26年4月

卒業研究B 未就任

社会心理学概論

日本語表現基礎

兼担 教授
ｵｶﾉ　ﾏｻｵ
岡野　雅雄

(57)
平成27年10月 日本語表現基礎

兼担 教授
ｴﾗ　ﾋﾛｼ
惠羅　博
(64)

平成26年4月 数学基礎

平成29年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（29）

学外実習B（集中）

インタラクティブメディア概論

クリエイティブ演習

総合演習C

コミュニケーション・デザイン演習

ゼミナールA

ゼミナールB

卒業研究A

卒業研究B

専 准教授
ﾑﾗｲ　ﾏｺﾄ
村井　睦
(41)

平成26年4月

基礎演習B※

兼担 教授
ｵｸﾀﾞ　ﾀｶﾊﾙ
奥田　孝晴

(60)
平成26年4月 近現代史基礎

兼担 教授
ｲｼﾂﾞｶ　ﾋﾛｼ
石塚　浩
(54)

平成28年10月 経営組織論

兼担 教授
ｲﾜﾓﾄ　ｽﾐ
岩本　純
(69)

平成26年10月 社会学入門 後任未定

日本語表現基礎

兼担 講師
ｶﾄｳ　ｱﾔｺ
加藤　綾子
（33）

平成26年10月

平成27年4月
岡野雅雄兼担教授就任ため、担
当者を変更（27）

平成26年4月
岡野雅雄兼担教授就任辞退のた
め、担当者を変更（26）

兼担 教授
ｺﾊﾞﾔｼ　ｶﾂﾉﾘ
小林　勝法

(55)
平成26年4月

スポーツ科学

兼担 教授
ｺﾊﾞﾔｼ　ｶﾂﾉﾘ
小林　勝法

(55)
平成26年4月

スポーツ科学

スポーツ・健康演習 スポーツ・健康演習

総合科目A 非開講

平成26年4月
専任教員の担当コマ数を調整す
るため、担当者を減員
当該科目については担当者が他
に一名いるため支障はない
（26）

平成26年4月
履修希望者が少なく、茅ヶ崎市
との共催が実現しなかったため
（26）

総合科目A

社会学入門

兼担 平成26年10月
ｵｶﾉ　ﾏｻｵ

岡野　雅雄
(56)

教授

後任未定科目については担当者
が他に一名いるため支障はない
（28）

兼任 講師
ﾆｲｼﾞﾏ　ﾖｼｴ
新嶋　良恵
（34）

平成29年4月 日本語表現基礎
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兼担 教授
ｻｲﾄｳ　ﾖｼﾀｶ
齋藤　功高

(64)
平成26年10月 法学入門

教授専

教授兼担
情報科教育法Ⅱ

平成26年10月
ｼｬｸｼ　ﾀｶﾋﾛ
釈氏　孝浩

(53)
教授

教育方法・技術論

兼担 教授
ｼﾞﾂｶﾜ　ｹｲｺ
実川　恵子

(65)
平成26年10月 文学 後任未定 文学

兼担 教授
ﾂﾎﾞｲ　ｼﾞｭﾝｲﾁ
坪井　順一

(64)
平成26年10月 経営学入門

情報科教育法Ⅰ

教育方法・技術論

アルゴリズムとデータ構造

兼担 教授
ﾀｶﾀﾞ　ﾃﾂｵ
髙田　哲雄

(65)
平成26年10月 サブカルチャー論

兼担

情報処理概論 情報処理概論

平成28年4月
ｼｬｸｼ　ﾀｶﾋﾛ
釈氏　孝浩

(55)

情報科教育法Ⅰ

アルゴリズムとデータ構造平成28年10月
ｾｷ　ﾃﾂﾛｳ
関　哲朗

(53)

兼担 教授
ﾌｼﾞｲ　ﾖｼﾌﾐ
藤井　美文

(64)
平成26年10月 現代社会のエネルギー論

兼担 教授
ﾅｽ　ﾕｷｵ

那須　幸雄
(68)

平成26年4月 キャリア形成基礎 後任未定 キャリア形成基礎

兼担 教授
ﾏﾂﾀﾞ　ﾓﾄﾕｷ
松田　素行

(60)
平成26年4月 数学基礎

兼担 教授
ﾌｼﾞｶｹ　ﾏｻｸﾆ
藤掛　正邦

(58)
平成26年10月 メディア表現論

兼担 教授
ﾐﾔﾊﾗ　ﾀﾂｵ
宮原　辰夫

(62)
平成27年4月 政治学入門

兼担 教授
ﾏﾂﾊﾞﾗ　ﾔｽｵ
松原　康夫

(65)
平成26年10月 情報学序論

教育実践演習

教育実践演習 兼担 教授
ｱｲｻﾞﾜ ﾉﾌﾞﾋｺ
会沢　信彦
（48）

平成26年10月

教職概論

兼担 教授
ﾔｷﾞｭｳ　ｶｽﾞｵ
栁生　和男

(65)
平成26年4月

教職概論

教育心理学 教育原理

教育原理 道徳教育指導論

道徳教育の研究 学校教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む）

学校教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む） 生徒指導・進路指導論

生徒指導・進路指導論

教育心理学（集中）

平成26年4月
哲学

兼担 教授
ﾃｼﾏ ﾏｻﾋﾛ
手嶋　將博
（52）

平成27年4月 教育原理（集中）

兼担 教授
ﾔﾏｸﾞﾁ　ｶｽﾞﾐ
山口　一美

(64)
平成26年4月 キャリア形成基礎 兼担 教授

ｽｽﾞｷ ﾏｻｱｷ
鈴木　正明

(51)
平成28年4月 キャリア形成基礎

平成26年4月
ﾔｷﾞｭｳ　ｶｽﾞｵ
栁生　和男

(65)
教授兼担

総合演習

総合演習 教育実地研究

教育実地研究 教育実習B（高校）

教育実習B（高校）

総合演習

教育実地研究

教育実習B（高校）

教育実践演習

兼担 准教授
ｲｹﾍﾞ　ﾏｻﾉﾘ
池辺　正典

(36)
平成26年10月 WeBプログラミング

兼担 准教授
ｱﾗｲ　ﾀﾂｵ

新井　立夫
(54)

平成26年4月

キャリア形成基礎

兼担 教授
ｱﾗｲ　ﾀﾂｵ
新井　立夫

(57)
平成29年4月

教育実践演習

教育実習B（高校）

教育実地研究

総合演習

キャリア形成基礎

後任未定中国語Ⅰ平成26年4月
ｶ　ｷｮｳ
賈　強
(57)

准教授兼担

後任未定科目については担当者
が複数名いるため支障はない
（28）

後任未定科目については担当者
が他に一名いるため支障はない
（28）

平成28年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（28）

平成27年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（27）

平成26年4月
教職課程認定申請における審査
結果を受けて、担当者を変更
（26）

平成26年4月
教職課程認定申請における審査
結果を受けて、科目名を変更
（26）

平成28年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（28）

平成29年4月
学内規程により昇任（29）

平成27年4月
賈強准教授（兼担）欠勤のため
変更
当該科目については担当者が複
数名いるため支障はない（27）

中国語Ⅰ

平成28年4月
ｲﾏﾀﾞ ｺｳｲﾁ
今田　晃一
（56）

教授兼担

情報科教育法Ⅱ

平成28年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（28）

消費者行動論
平成29年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（29）

消費者行動論平成28年4月
ｱｻｶﾜ　ﾏｻﾐ
浅川　雅美

(47)
准教授兼担

兼担 准教授
ｱｻｶﾜ　ﾏｻﾐ
浅川　雅美

(50)
平成29年4月

教授
ﾔﾏｻﾞｷ　ﾋﾛｺ
山崎　裕子

(61) 倫理学

兼任 講師
ｷｮｳｶﾞｼﾏ ﾔﾖｲ
京ヶ島　弥生

（58）
平成28年4月 消費者行動論

兼担
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講師
ｱﾍﾞ ﾋﾃﾞﾅｵ
阿部　秀尚
（37）

平成26年4月 データベース

平成26年4月
教職課程認定申請における審査
結果を受けて、科目及び担当教
員を追加（27）

後任未定

総合演習

教育実地研究

教職実践演習

兼担 准教授
ﾏﾂﾓﾄ　ﾋﾛﾕｷ
松本　浩之

(57)
平成28年4月

学級経営論

平成28年4月
松本浩之准教授（兼担）復職の
ため、担当者を変更（28）

教育課程論

教育実地研究

教職実践演習

学級経営論

教育実地研究 教育実地研究

教職実践演習 教職実践演習

兼担 教授

兼任 講師
ﾀｶｷ　ｱｷﾗ
高木　啓
（41）

平成29年4月

ｱｶｻｶ ﾏｻﾋﾛ
赤坂　雅裕

(55)
平成27年10月 特別活動論

兼担 教授
ﾏﾂﾀﾞ ﾓﾄﾕｷ
松田　素行

(61)

非開講

教育課程論
平成29年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（29）

学級経営論

総合演習

兼担 准教授

ｶﾅｲ　ｴﾘｶ
金井　惠里可

（山田　惠里可）
(50)

平成26年4月
日本国憲法

法学入門

兼担 准教授
ｽｷﾞﾔﾏ　ﾌｼﾞｵ
杉山　富士雄

(57)
平成26年10月 経済学入門

美術

兼担 准教授
ｻｸﾏ　ﾀｸﾔ

佐久間 拓也
(46)

平成26年10月 情報通信ネットワーク

兼担 准教授
ｸﾎﾞﾑﾗ　ﾘｾｲ
久保村　里正

(45)
平成26年4月 美術 兼担 教授

ﾀｶﾀﾞ　ﾃﾂｵ
髙田　哲雄

(65)
平成27年4月

兼担 准教授
ﾀﾊﾞﾀ　ﾉﾘｼｹﾞ
田畑　則重

(64)
平成26年4月

日本語表現基礎 兼担 准教授
ﾀﾊﾞﾀ　ﾉﾘｼｹﾞ
田畑　則重

(64)
平成26年10月 雑誌文化論

雑誌文化論

兼担 教授
ｼﾉｻﾞｷ　ﾐﾂﾏｻ
篠﨑　光正
（65）

平成26年4月 日本語表現基礎

兼任 講師
ﾈﾓﾄ　ﾁﾀｶ
根本　千尊
（67）

平成29年4月 日本語表現基礎

兼担 准教授
ﾀﾊﾞﾀ　ﾉﾘｼｹﾞ
田畑　則重

(65)
平成27年4月 日本語表現基礎

兼担 准教授

ﾅｶｼﾞｮｳ　ｱｷｺ
中條　安芸子

（西山　安芸子）
(48)

平成26年10月 キャリア形成基礎 兼任 講師
ﾏﾈﾔﾏ ﾋﾗｸ
萬年山　啓
（60）

平成28年10月 キャリア形成基礎

日本語C

兼担 准教授
ﾅｽ　ｶｽﾞﾀｶ
那須　一貴

(48)
平成26年10月

キャリア形成基礎

経営学入門

兼担 准教授
ﾉﾑﾗ　ﾐﾎｺ

野村　美穂子
(51)

平成26年4月
日本語B

兼担 准教授
ﾋﾖｼ　ｱｷﾋｺ
日吉　昭彦

(43)
平成27年4月 ベトナムの言語・文化・産業（集中）

兼担 准教授
ﾏﾂﾓﾄ　ﾋﾛﾕｷ
松本　浩之

(55)
平成26年10月

学級経営論

兼担 准教授
ﾏﾂﾓﾄ　ﾋﾛﾕｷ
松本　浩之

(55)
平成26年10月

教育課程論 教育課程論

特別活動の研究 特別活動論

総合演習 総合演習

兼任 講師
ﾀｶｷ　ｱｷﾗ
高木　啓

(39)
平成27年4月 教育課程論

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

近現代史基礎

後任未定

兼担 准教授
ﾏﾙﾔﾏ　ｺｳｼﾞ
丸山　鋼二

(58)
平成26年10月

近現代史基礎 近現代史基礎

中国語Ⅰ

兼担

平成26年4月
丸山鋼二准教授（兼担）欠勤の
ため変更
当該科目については担当者が複
数名いるため支障はない（26）

平成27年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（27）

平成26年4月
教職課程認定申請における審査
結果を受けて、科目名を変更
（26）

平成27年4月
松本浩之准教授（兼担）欠勤の
ため、担当者を変更（27）

平成27年4月
松本浩之准教授（兼担）欠勤の
ため変更。特別活動論は2名の教
員によるオムニバス科目として
開講。
前年度報告漏れ（28）

平成27年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（27）

平成28年4月
中條安芸子准教授（兼担）退職
(平成28年3月31日付)のため、担
当者を変更（28）

平成29年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（29）

平成26年4月
新任教員採用に伴う初年度担当
コマ数調整のための変更（26）

平成29年4月
丸山鋼二准教授（兼担）欠勤の
ため変更
当該科目については担当者が複
数名いるため支障はない（29）

後任未定

兼担 教授
ﾀｶﾊｼ ｶﾂﾐ
高橋　克已

(52)
平成28年10月 特別活動論

平成28年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（28）

中国語Ⅰ

近現代史基礎
平成27年4月

ﾏﾙﾔﾏ　ｺｳｼﾞ
丸山　鋼二

(59)
准教授兼担

平成27年4月
丸山鋼二准教授（兼担）復職の
ため、担当者追加（27）
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准教授
ｲﾜｲ　ｻﾄﾙ
岩井　達
（63）

平成26年10月 現代社会の栄養論
平成26年4月
学内規程により昇任（26）

平成26年4月
ﾊﾞﾝｸｽ　ｻﾁｴ

バンクス　祥恵
(32)

講師兼担

兼担 講師
ｲﾜｲ　ｻﾄﾙ
岩井　達
（63）

平成26年10月 現代社会の栄養論 兼担

平成26年4月
ﾄｵﾔﾏ　ﾐﾁｺ
遠山　道子

(40)
講師兼担

情報英語A

兼担

兼担 准教授
ｱﾍﾞ ﾋﾃﾞﾅｵ
阿部　秀尚
（38）

平成28年4月 データベース

兼担 講師
ｳｴﾀﾞ　ﾀﾞｲ
上田　大
(40)

平成26年4月 スポーツ科学 兼担 准教授
ｳｴﾀﾞ　ﾀﾞｲ
上田　大
（40）

平成26年4月 スポーツ科学

英語ⅡB 情報英語A

メディア論

未就任

兼担 教授
ｻｶｲ　ﾏｺﾄ
酒井　信

(37)
平成26年4月

平成26年10月

英語ⅠA

メディア論

英語ⅠA 英語ⅠA

英語ⅡA 英語ⅡA

英語ⅡA　

英語ⅡA　 英語ⅡB

兼任 講師
ｲﾜｻｷ　ﾉﾌﾞﾐﾁ
岩崎　信道
（54）

平成29年10月

兼担 講師
ﾏﾕｽﾞﾐ　ﾖｳｺ
黛　陽子

(42)
平成28年4月 生態系と人間

生態系と人間平成26年10月
ﾏﾕｽﾞﾐ　ﾖｳｺ
黛　陽子
(41)

講師兼担

兼担

ﾛﾊﾞｰﾄ ﾌﾞﾗｳﾝ
ロバート・ブラウン

（67）

情報英語D

情報英語D 未就任 英語ⅠA

兼担 講師
ﾊﾞﾝｸｽ　ｻﾁｴ

バンクス　祥恵
(33)

平成26年4月

英語ⅠB

英語ⅠB

英語ⅡB

教授

生態系と人間

平成28年4月
小郷次郎兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（28）

兼任 講師
ｱｵﾔﾏ ﾏﾕﾐ
青山　真弓
（31）

平成27年4月

英語ⅡA

教授
ﾌｸｼﾏ ｶｽﾞﾝﾄﾞ
福島　一人
（66）

平成28年4月 情報英語C

兼任 講師

平成27年4月
黛陽子講師（兼担）の育児休業
取得のため、担当者を変更
（27）

平成27年4月
語学担当教員間のコマ数調整の
ため、担当者を変更（27）

未就任科目については担当者が
複数人いるため支障はない
（27）

平成26年4月
語学担当教員間のコマ数調整の
ため変更
未就任科目については担当者が
複数人いるため支障はない
（26）

平成26年4月
語学担当教員間のコマ数調整の
ため変更
未就任科目については担当者が
複数人いるため支障はない
（26）

平成26年4月
学内規程により昇任（26）

平成26年4月
学内規程により昇任（26）

平成28年4月
学内規程により昇任（28）

平成28年4月
バンクス祥恵講師（兼担）育児
休業取得のため、担当者を変更
（28）

メディア論
平成29年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（29）

ﾊﾞﾝｸｽ　ｻﾁｴ
バンクス　祥恵

(36)
講師兼担

ｻｶｲ　ﾏｺﾄ
酒井　信
(37)

准教授兼担

未就任

平成28年4月

英語ⅠB

情報英語A

兼任 講師
ﾏｴﾀﾞ ﾋﾃﾞｵ
前田　秀夫
（65）

平成27年4月 情報英語D

英語ⅡA

英語ⅠA
平成28年4月

ﾏｴﾀﾞ ﾋﾃﾞｵ
前田　秀夫
（66）

情報英語A 情報英語B

情報英語B 情報英語C

情報英語C

講師兼任

兼任 講師
ｵｺﾞｳ ｼﾞﾛｳ
小郷　次郎
（69）

平成27年4月 情報英語C

ﾌｸｼﾏ ｶｽﾞﾝﾄﾞ
福島　一人
（65）

平成27年4月 情報英語B

英語ⅠA
兼任 講師

ｵｵﾊﾞ　ﾄﾓﾋｺ
大場　智彦
（60）

平成29年4月
英語ⅡA

平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を変更
（29）

英語ⅡB

英語ⅠB
平成29年4月

平成28年4月
黛陽子講師（兼担）の育児休業
終了のため、担当者を変更
（28）
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兼任 講師
ｵｵﾎﾘ　ｻﾄｼ
大堀　聡
（69）

平成29年4月 生態系と人間
平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）

平成28年4月
学内規程により昇任（28）

情報英語B 未就任

ハードウェア 専 准教授
ｲｼﾉ　ﾏｻﾋｺ
石野　正彦

(59)
平成26年4月 ビジネス情報処理演習

平成26年4月
教育内容充実のため、兼任教員
から専任教員へ変更（26）

ﾓﾘ ｻﾀﾞﾕｷ
森　貞行
（65）

ｴﾂﾞﾚ　ﾄｼｶｽﾞ
江連　敏和

(39)
講師兼任

英語ⅠA

英語ⅠB 英語ⅠB

英語ⅡA 英語ⅡA

英語ⅡB 英語ⅡB

兼任 講師
ﾊｷﾞﾜﾗ ﾃﾙ
萩原　輝
（55）

英語ⅠA

英語ⅡA

平成26年4月

兼任 講師
ｵｵﾀｹ　ﾋﾛﾕｷ
大竹　裕之

(39)
平成26年10月

技術と人間

現代社会のエネルギー論

英語ⅠA

兼任 講師
ﾖｺｻﾞﾜ　ｼｮｳﾍｲ
横沢　翔平
（26）

平成29年4月 スポーツ・健康演習

兼任 講師
ｱｻﾘ　ﾃﾙｱｷ
浅利　光昭

(44)
平成28年4月 メディア・ビジネス論

兼任 講師
ﾏﾂﾅｶﾞ ｼｭｳｼﾞ
松永　修司
（31）

平成27年4月 スポーツ・健康演習

兼任 講師
ｱｵｷ　ﾀｹﾉﾌﾞ
青木　武信

(50)
平成26年4月 文化人類学 兼担 講師

ﾜﾀﾅﾍﾞ ｱｷｺ
渡邉　暁子

(37)
平成26年4月 文化人類学

平成26年4月
青木武信兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（26）

流通概論

兼任 講師
ｲﾜｻｶ　ﾏｻﾐﾁ
岩坂　将充

(35)
平成26年10月 政治学入門 未就任 政治学入門

兼任 講師
ｲｼｶﾜ　ﾐﾚｲ
石川　実令

(40)
平成27年4月 流通概論 兼任 講師

ﾔﾏｵｶ　ｱｷﾗ
山岡　暁
（42）

平成27年4月

現代社会のジェンダー論

兼任 講師
ｳｴﾑﾗ　ｱｷｵ
植村　明生

(52)
平成26年4月

ビジネス情報処理演習

兼任 講師
ｳｴﾑﾗ　ｱｷｵ
植村　明生

(52)
平成26年4月

情報社会論

情報社会論 情報倫理とモラル

情報倫理とモラル ハードウェア

専 教授
ｲｼﾉ　ﾏｻﾋｺ
石野　正彦

(61)
平成28年4月 ビジネス情報処理演習

兼任 講師
ｳｴﾀﾆ　ｶﾖ

上谷　香陽
(46)

平成26年10月
社会学入門

情報英語B

兼任 講師
ﾑﾗﾔﾏ ﾔｽｵ
村山　康雄
（66）

平成27年4月 情報英語B

英語ⅠA

兼任 講師
ｴﾂﾞﾚ　ﾄｼｶｽﾞ
江連　敏和

(40)
平成26年4月

情報英語B 兼任 講師
ｵｵｲｶﾞﾜ　ﾄﾓﾋｺ
大井川　朋彦

（31）
平成27年4月 情報英語B

英語ⅠB

英語ⅡB

兼任 講師

英語ⅠA

英語ⅠB 英語ⅡA

英語ⅡA 英語ⅠB

英語ⅡB 英語ⅡB

平成27年4月
語学担教員間のコマ数調整のた
め、担当者を変更（27）

未就任科目については担当者が
複数人いるため支障はない
（27）

平成27年4月
石川実令兼任講師の就任辞退の
ため、担当者を変更（27）

平成29年4月
天野聡兼任講師の就任辞退のた
め、担当者を変更（29）

平成28年4月
江連敏和兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（28）

平成27年4月
天野聡兼任講師の就任辞退のた
め、担当者を変更（27）

スポーツ・健康演習平成26年4月
ｱﾏﾉ　ｻﾄｼ
天野　聡
(36)

講師兼任

未就任
平成26年4月
語学担当教員間のコマ数調整の
ため、変更
未就任科目については担当者が
複数名いるため支障はない
（26）

平成26年4月
ｵｵｲｶﾞﾜ　ﾄﾓﾋｺ
大井川　朋彦

(31)
講師兼任

未就任科目については担当者が
複数人いるため支障はない
（27）

兼任 講師
ｳｽｲ　ｺｳｲﾁ
碓井　興一

(65)
平成26年10月 国際ビジネス環境の理解
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講師
ﾅｶｶﾞﾜ ｱｷﾋﾛ
中川　明博

(55)
平成27年4月

ドイツ語Ⅱ

兼任 講師
ｵﾘﾓﾄ　ｱﾔｺ
折本　綾子

(44)
平成28年4月 販売管理

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

後任未定 平成27年4月

ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅲ ドイツ語Ⅲ

ドイツ語Ⅲ

兼任

英語ⅡB

情報英語D

後任未定 平成27年4月

講師
ｵﾉﾃﾞﾗ　ｹﾝﾀ
小野寺　研太

(31)
平成26年4月 文章演習 兼任 講師

ｲﾉｳｴ　ﾘｮｳｲﾁ
井上　良一
（69）

平成29年4月 文章演習

ｶ　ﾒｲ
何　鳴
(56)

平成26年4月

中国語Ⅰ

兼任 講師
ｷﾝ ﾊﾅ
金　花
（33）

平成26年4月

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

講師

中国語Ⅲ平成27年4月

中国語Ⅱ

中国語Ⅲ

兼任 講師
ｵﾁ　ﾋﾛｼ
越智　洋
(59)

平成26年4月

ドイツ語Ⅰ 兼任 講師
ﾅｶｶﾞﾜ ｱｷﾋﾛ
中川　明博

(54)
平成26年4月

兼任

中国語Ⅲ

兼任

兼任 講師

ｶｻﾐ　ﾅｵｺ
笠見　直子

（井上　直子）
(43)

平成26年4月

英語ⅠB

兼任 講師
ｶﾔｽﾄ　ﾗｶﾞﾌﾞ

カヤスト・ラガブ
(34)

平成26年4月

英語ⅠA

未就任

平成27年4月
何鳴兼任講師就任辞退のため、
担当者を変更（27）

講師
ｷﾝ ﾊﾅ
金　花
（34）

科目開設年度である平成27年4月
までに教員を配置すべく準備中
（26）

ドイツ語Ⅱ

兼任 講師
ｶﾄｳ　ﾃﾂﾛｳ
加藤　徹郎

(42)
平成26年10月

メディアリテラシー

情報社会のリテラシ

兼任

兼任

講師
ｶｼﾞﾀﾆ　ﾕｳｼﾞ
梶谷　雄二

(59)
平成26年4月

ドイツ語Ⅰ

広告コミュニケーション論

兼任 講師
ｺｳ　ｿﾝﾌｨ
高　鮮徽
(53)

平成26年4月 コリア語Ⅰ

兼任 講師
ｸﾛｽ　ｵｻﾑ
黒須　治
(63)

平成27年10月 広告コミュニケーション論 兼任 講師
ﾃﾂﾞｶ　ﾕﾀｶ
手塚　豊
（55）

平成29年10月

文学兼任 講師
ｺﾊﾞﾔｼ　ﾁｸﾞｻ
小林　千草

(67)
平成26年4月 文学 兼任 講師

ﾏﾂﾓﾄ　ｶｽﾞﾔ
松本　和也
（42）

平成29年4月

兼任 講師
ﾀｶｷﾞ ﾏｻﾋﾛ
高木　正博

(63）
平成28年4月 システム設計

平成26年4月
ｸﾛｷ　ﾋﾛｼ

黒木　弘司
(49)

講師兼任
人とチームのマネジメント

兼任

品質と信頼性のマネジメント

品質と信頼性のマネジメント システム設計

システム設計 コスト見積りのマネジメント

コスト見積りのマネジメント 人とチームのマネジメント

人とチームのマネジメント 兼任 講師
ｾｷｸﾞﾁ ｱｷﾋｺ
関口　明彦

(55)
平成26年4月 異文化理解とモノづくり

異文化理解とモノづくり

コスト見積りのマネジメント

講師
ｸﾛｷ　ﾋﾛｼ
黒木　弘司

(49)
平成28年4月兼任

平成29年4月
小林千草兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（29）

平成29年4月
黒須治兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（29）

平成28年4月
黒木弘司兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（28）

平成26年4月
黒木弘司兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（26）

平成26年4月
カヤスト・ラガブ兼任講師の就
任辞退のため、変更
未就任科目については担当者が
複数名いるため支障はない
（26）

平成29年4月
小野寺研太兼任講師就任辞退の
ため、担当者を変更（29）

平成27年4月
越智洋兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（27）

科目開設年度である平成27年4月
までに教員を配置すべく準備中
（26）

平成26年4月
越智洋兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（26）

品質と信頼性のマネジメント

平成28年10月
ｸﾛｷ　ﾋﾛｼ
黒木　弘司

(51)
講師兼任

平成28年4月
ｷｯﾀ ﾐﾂﾋﾛ
橘田　光弘
（61）

講師

兼任 講師
ｷｸﾁ　ｴｲｷ
菊地　映輝
（29）

平成29年4月 文章演習
平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）

英語ⅠA

英語ⅠB 英語ⅠB

英語ⅡA 英語ⅡA

英語ⅡB 英語ⅡB

兼任 講師
ｷﾑ　ﾖﾝｴ
金　榮愛
(59)

平成26年4月

コリア語Ⅰ

平成26年4月
何鳴兼任講師就任辞退のため、
担当者を変更（26）

コリア語Ⅱ

コリア語Ⅲ
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兼任 講師
ｽｷﾞ　ﾏﾘｺ
杉　眞里子
（57）

平成29年10月 経営の分析と計画 
平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を変更
（29）

兼任 講師
ﾀｶｷﾞ　ｻﾄｺ
高木　聡子

(47)
平成26年4月 スポーツ・健康演習

兼任 講師
ｽﾄｳ　ｶｽﾞｵ
須藤　和夫

(64)
平成26年4月

兼任 講師
ｻｸﾗｲ　ﾀｶｼ
櫻井　隆
(67)

平成26年4月 企業経営の理解

兼任 講師
ｻﾜｳﾁ　ﾀｶｼ
澤内　隆
(62)

平成26年4月 地理学基礎

兼任 講師
ｻｸﾗｲ　ﾐﾂﾕｷ
櫻井　光行

(55)
平成27年10月 商品企画

フランス語Ⅱ

フランス語Ⅲ

兼任 講師
ｼﾗｲ　ﾀｸﾐ
白井　巧
(50)

平成26年4月 スポーツ・健康演習 兼任 講師
ﾎｼﾅ ｺｳｻｸ
保科　光作
（30）

平成27年4月

兼任 講師
ｼﾐｽﾞ　ﾐﾁｺ
清水　道子

(46)
平成27年4月

日本語D

日本語E

兼任 講師
ｼﾊﾞﾊﾗ　ｹﾝﾀﾛｳ
柴原　健太郎

(27)
平成26年4月 スポーツ・健康演習

論理学

兼任 講師
ｽｽﾞｷ　ﾋﾃﾞｶｽﾞ
鈴木　秀和

(55)
平成26年10月 生命科学

平成28年10月 アルゴリズムとデータ構造

兼任 講師
ﾁｪ　ﾊｸｿﾝ
崔　学松
(40)

平成26年4月 コリア語Ⅰ

兼任 講師
ｷﾑ　ﾖﾝｴ
金　榮愛

(59)
平成26年4月 コリア語Ⅰ

兼任 講師
ｷﾑ ﾋｬﾝﾅﾑ
金　香男
（43）

平成27年4月 コリア語Ⅰ

情報英語B

兼任 講師
ﾀｸﾞｻﾘ ｻﾄｼ
田鎖　聡史

(35)
平成26年10月 数理思考の活かし方

兼任 講師
ﾛﾊﾞｰﾄ　ﾌﾞﾗｳﾝ

ロバート・ブラウン

(68)
平成27年4月

兼任

英語ⅠA

兼任 講師
ﾂﾎﾞﾀ　ﾉﾘｺ
坪田　典子

(65)
平成26年4月

日本語A

日本語C

日本語D

兼任 講師
ﾁﾊﾞ　ﾀｶｼ

千葉　尚志
(49)

平成28年10月 ブランド論

英語ⅠA

英語ⅠB

兼任 講師

ﾀｶﾊｼ　ﾉﾘｵ
高橋　則雄

(66)
講師

兼任 講師
ﾀｶﾊｼ　ﾉﾘｵ
高橋　則雄

(67) 英語ⅡA

英語ⅡB 英語ⅡB

ﾓﾘ ｻﾀﾞﾕｷ
森　貞行
（65）

平成28年4月 情報英語B

情報英語B

平成26年4月

英語ⅠB

英語ⅡA

兼任 講師
ｾｷｸﾞﾁ ｱｷﾋｺ
関口　明彦

(57)

平成26年4月

兼任 講師
ｽｽﾞｷ　ｻﾄﾙ
鈴木　悟
(39)

平成27年4月 ディベート演習 兼任 講師
ﾅｶﾞﾀ ﾖｼｱｷ
永田　義昭
（61）

平成28年4月 ディベート演習

兼任 講師
ｽｽﾞｷ　ｶｵﾘ
鈴木　香織

(35)
平成27年10月 ビジネス法

スポーツ・健康演習

兼任 講師
ｼﾝﾀｸ　ｲﾜｵ
新宅　巌
(66)

平成26年4月

フランス語Ⅰ

平成27年4月
白井巧兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（27）

平成28年4月
ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾗｳﾝ兼任講師就任辞退の
ため、担当者を変更（28）

平成27年4月
語学担当教員間のコマ数調整の
ため、担当者を変更（27）

平成28年4月
教育効果に鑑み、担当者を追加
（28）

平成28年4月
鈴木悟兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（28）

平成27年4月
崔学松兼任講師就任辞退のた
め、担当者を追加（27）

平成26年4月
崔学松兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（26）

兼任 講師
ﾀｶｷﾞ　ﾄﾓｱｷ
高木　智章
（29）

平成29年10月 メディア論
平成29年10月
教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）

兼任 講師
ﾀｶﾀﾞ　ﾀｴｺ

髙田　多恵子
(57)

平成29年4月 美術
平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）
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兼任 講師
ﾃﾗｻﾜ　ｾｼﾘｱ　ｹｲｺ

寺沢　セシリア　恵子
(63)

平成26年4月

スペイン語Ⅰ

スペイン語Ⅱ

兼任 講師
ﾂﾏｶﾞﾘ　ｼﾝｲﾁ
津曲　真一

(43)
平成26年10月 宗教学入門

スペイン語Ⅲ

スペイン語Ⅰ
ﾃﾗｻﾜ　ｾｼﾘｱ　ｹｲｺ

寺沢　セシリア　恵子
(65)

講師兼任 平成28年4月

スペイン語Ⅲ 後任未定 スペイン語Ⅱ

スペイン語Ⅱ

兼任 講師
ﾅｶﾉ　ﾀｲ
中野　泰
(63)

平成26年4月 自然科学基礎

兼任 講師
ﾅｶｼﾞﾏ　ｾｲｲﾁ
中島　誠一

(65)
平成26年10月 情報と社会 専 教授

ﾀｹﾀﾞ ﾋﾄｼ
竹田　仁
（68）

平成28年4月

兼任 講師
ﾊﾟｸ　ｹｲｷﾞｮｸ
朴　敬玉
(36)

平成26年4月 中国語Ⅰ 兼任 講師
ｽｽﾞｷ ｺｳ
鈴木　航
（39）

平成27年4月 中国語Ⅰ

兼任 講師
ﾅｶﾑﾗ　ﾋﾛｼ
仲村　浩
(61)

平成27年10月 コミュニケーション戦略特講B

兼任 講師
ﾊﾆﾀ　ﾒｸﾞﾐ

埴田　めぐみ
(35)

平成27年4月 コミュニケーション戦略特講A 　 兼任 講師
ﾋﾗﾀ ﾏﾘｺ

平田　万里子
（42）

平成28年4月

兼任

平成27年4月
ｲﾜﾅｶﾞ　ﾏｻﾔ
岩永　雅也
（61）

講師兼任

平成27年4月
ｵｵｸﾎﾞ　ﾄｼｷ

大久保　俊輝
（60）

講師兼任

兼任 講師
ﾎｿﾔ　ｼﾞｭﾝ
細矢　淳
(42)

平成27年4月 企業活動と情報システム

キャリア形成基礎

マーケティング・リサーチ 

兼任 講師
ﾋﾗｲ　ﾄﾓｴ
平井　知恵

(48)
平成28年4月 マーケティング・リサーチ演習

マーケティング・リサーチ演習

兼任 講師
ｳｼﾞｲｴ ﾕﾀｶ
氏家　豊
（62）

平成27年4月 マーケティングリサーチ

兼任 講師
ﾊﾗﾔﾏ　ﾀﾂﾛｳ
原山　建郎

(68)
平成26年10月 キャリア形成基礎 兼任 講師

ｲｼｶﾜ ﾘﾂｺ
石川　律子
（43）

平成28年10月

兼任 講師
ﾌﾙﾔ　ｶｽﾞｵﾐ
古屋　和臣

(34)
平成26年4月 基礎演習B 兼任 講師

ｵﾘﾓﾄ ｱﾔｺ
折本　綾子
（44）

平成27年4月 基礎演習B

兼任 講師
ﾌｼﾞｲ　ﾏｺﾄ
藤井　真人

(41)
平成28年10月 ビジネス発想演習

スペイン語Ⅱ

後任未定 スペイン語Ⅲ

ｳｼﾞｲｴ ﾕﾀｶ
氏家　豊
（63）

兼任 講師 平成28年4月 マーケティングリサーチ演習

平成27年4月
ﾋﾗｲ　ﾄﾓｴ

平井　知恵
(47)

講師兼任

平成27年4月
古屋和臣兼任講師の就任辞退の
ため、担当者を変更（27）

平成28年4月
平井千恵兼任講師の就任辞退の
ため、担当者を変更（28）

平成27年4月
平井千恵兼任講師の就任辞退の
ため、担当者を変更（27）

平成28年4月
原山建朗兼任講師の就任辞退の
ため、担当者を変更（28）

平成26年4月
教職課程認定申請における審査
結果を受けて、科目名を変更
（26）

平成28年4月
埴田めぐみ兼任講師就任辞退の
ため、担当者を変更（28）

平成27年4月
朴敬玉兼任講師の就任辞退のた
め、担当者を変更（27）

平成28年4月
中島誠一兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（28）

スペイン語Ⅰ

平成28年4月
寺沢ｾｼﾘｱ恵子兼任講師就任辞退
のため、変更。
後任未定科目については担当者
が他に一名いるため支障はない
（28）

平成29年4月
寺沢ｾｼﾘｱ恵子兼任講師就任辞退
のため、変更。
後任未定科目については担当者
が他に一名いるため支障はない
（29）

平成29年4月
ｶﾙﾒﾝ ﾍﾞﾚﾝ ｶﾞﾙｼｱ ﾍﾞﾙﾅﾙ

カルメン ベレン ガルシア ベルナル

（44）
講師兼任

教職論
平成27年4月
原田勉兼任講師の就任辞退のた
め、担当者を変更（27）

教育制度・社会論

平成26年4月
ﾊﾗﾀﾞ　ﾂﾄﾑ
原田　勉
(69)

講師

コミュニケーション戦略特講A

教育職の研究

兼任 講師
ﾊﾗﾀﾞ　ﾂﾄﾑ
原田　勉

(69)
平成26年4月

教職論

教育制度・社会論 教育制度・社会論

情報と社会

スペイン語Ⅰ 平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）

平成29年4月
ﾌｼﾞﾓﾄ　ｱｲ
藤本　愛
（35）

講師兼任
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後任未定

情報英語C
平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）

講師

兼任 講師
ﾏｽﾓﾄ　ﾀﾂﾔ
増本　達哉

(40)
平成26年10月 スポーツ・健康演習

ﾀｶﾊｼ　ﾉﾘｵ
高橋　則雄

(67)
平成27年4月 情報英語C

講師

教授

兼任

専

平成28年10月

平成28年4月

ﾀｶﾊｼ ﾉﾘｵ
高橋　則雄
（68）

ﾌｸｼﾏ ｶｽﾞﾝﾄﾞ
福島　一人
（66）

専門英語C

専門英語B専門英語B

専門英語C

兼任 講師
ﾑﾗﾔﾏ ﾔｽｵ
村山　康雄
（68）

平成29年4月

兼任 講師

ﾏﾂﾓﾄ　ﾘｴ
松本　理永

（長尾　里絵）
(48)

平成27年10月 戦略PR論

兼任 講師
ﾏﾂｵｶ　ﾔｵｺ

松岡　弥生子
(62)

平成26年4月

英語ⅠB 兼任 講師
ﾏﾂｵｶ　ﾔｵｺ

松岡　弥生子
(62)

平成27年4月 情報英語C

英語ⅡB

未就任

英語ⅠB

情報英語C 英語ⅡB

兼任

平成26年10月

プロジェクトマネジメント特講A

兼任 講師
ﾅｶﾞﾀ ﾖｼｱｷ
永田　義昭
（61）

生成28年4月

プロジェクトマネジメント特講A

プロジェクトマネジメント特講B

兼任 講師
ﾔﾏｳﾁ　ｹﾝ
山内　賢
(51)

平成26年4月 スポーツ・健康演習

平成28年10月 データモデリング

未就任

兼任 講師
ﾑﾗﾔﾏ　ﾔｽｵ
村山　康雄
（68）

平成29年4月

ﾔﾏｻﾞｷ　ｻﾀﾞｺ
山﨑　貞子

(58)
講師兼任 日本語表現基礎平成26年4月

兼任

日本語表現基礎

日本語表現基礎

兼任 講師
ｵﾉﾃﾞﾗ ｹﾝﾀ

小野寺　研太
(33)

平成28年4月

平成26年4月 基礎演習B

兼任 講師
ﾌｼﾞﾀ ｺｳｼﾞ
藤田　浩司

(48)
平成26年4月 音楽

兼担 講師
ﾊﾞﾝｸｽ　ｻﾁｴ

バンクス　祥恵
(33)

平成26年4月 日本語表現基礎

ﾔﾏﾓﾄ　ﾕｳｺ
山本　由布子

(38)

ｶﾜｼﾏ ﾀｶｺ
川島　多加子

（60）

兼任 講師
ﾆｲｼﾞﾏ　ﾖｼｴ
新嶋　良恵
（34）

平成29年4月 文章演習

文章演習平成26年4月

ﾐﾔﾊﾗ　ﾕｳ
宮原　優

（河島　優）
(37)

講師

兼任 講師
ﾖｼｲ　ﾂｸﾞﾋｺ
吉井　亜彦

(69)
平成26年4月 音楽

兼任 講師

兼任 講師
ﾔﾏﾉﾍﾞ　ﾊﾙｺ
山野邉　治子

(44)

ﾖｺｲ　ﾀｶｼ
横井　俊
(39)

平成26年4月 人間関係論

兼任 講師

プロジェクトマネジメント特講B

兼任 講師
ﾐｿﾞｸﾞﾁ　ﾌｧﾋﾞｴﾝﾇ

溝口　ファビエンヌ
(62)

平成26年4月

フランス語Ⅰ

平成26年4月

兼任 講師
ﾓﾘﾀ　ﾀｹｼ

森田　武史
(36)

平成28年4月
バンクス祥恵講師（兼担）、育
児休業取得のため、担当者を変
更（28）

平成26年4月
吉井亜彦兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（26）

平成27年4月
山本由布子兼任講師就任辞退の
ため、担当者を変更（27）

平成29年4月
小野寺研太兼任講師就任辞退の
ため変更
当該科目については担当者が複
数名いるため支障はない（29）

平成26年4月
山﨑貞子兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（26）

平成29年4月
宮原優兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（29）

未就任科目については担当者が
複数人いるため支障はない
（27）

平成26年4月
語学担当教員間のコマ数調整の
ため、担当者を変更
未就任科目については担当者が
複数名いるため支障はない
（26）

平成28年4月
前田秀夫兼任講師の就任辞退の
ため、担当者を変更（28）

専門英語B

平成28年4月
三浦進兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（28）

英語ⅠA
兼任 講師 平成27年4月

英語ⅠA

英語ⅡA 英語ⅡA

平成29年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（29）

平成28年10月
ﾏｴﾀﾞ　ﾋﾃﾞｵ
前田　秀夫

(66)
講師兼任

兼任 講師

ﾐﾔﾊﾗ　ﾕｳ
宮原　優

（河島　優）
(37)

平成28年4月 文章演習
平成28年4月
宮原優兼任講師担当就任のため
変更（28）

文章演習

フランス語Ⅱ

フランス語Ⅲ

兼任 講師
ﾐｳﾗ　ｽｽﾑ
三浦　進
(65)

平成27年4月
松岡弥生子兼任講師の就任辞退
のため、担当者を変更（27）

兼任 講師
ﾖｼﾀﾞ　ｺｳｼﾞ
吉田　幸二
（68）

平成29年4月
ゼミナールA 平成29年4月

教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）ゼミナールB
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　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

兼任 講師
ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ ﾏｰﾃｨﾝ

デイビッド・マーティン
（58）

平成28年4月 情報英語A

兼任 講師
ﾎｼ ﾀｶﾋﾛ
星　隆弘
（29）

平成28年4月

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

兼任

兼任

スペイン語Ⅰ

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２９年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

英語ⅠA

英語ⅡA

専門英語D

ﾛﾊﾞｰﾄ　ﾌﾞﾗｳﾝ
ロバート・ブラウン

(67)

講師

講師

兼任

平成27年4月
ﾃﾗﾀﾞ ﾋﾛｺ
寺田　裕子
（59）

講師兼任

スペイン語Ⅲ

専門英語A

兼任 講師
ﾃﾗﾀﾞ ﾋﾛｺ
寺田　裕子
（60）

スペイン語Ⅱ

スペイン語Ⅱ

英語ⅡA

情報英語A

兼任 講師
ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾄｼｵ
渡辺　利夫

(60)
平成26年4月 心理学

スペイン語Ⅰ

スペイン語Ⅱ

兼任

兼任 講師
ﾛﾊﾞｰﾄ　ﾌﾞﾗｳﾝ

ロバート・ブラウン
(67)

平成28年4月

専門英語A

専門英語D

平成28年4月

ﾏｴﾀﾞ ﾋﾃﾞｵ
前田　秀夫
（66）

講師
ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾄﾓｺ
渡邊　知子

(41)
平成26年4月

英語ⅠA

スペイン語Ⅲ

平成26年4月
ﾛｻﾚｽ　ｼｴﾗ　ﾊﾟﾄﾘｼｱ

ロサレス・シエラ・パトリシア
(40)

講師

平成29年4月
ﾃﾗﾀﾞ ﾋﾛｺ
寺田　裕子
（61）

講師兼任

スペイン語Ⅲ

平成28年4月
ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾗｳﾝ兼任講師就任辞退の
ため、担当者を変更（28）

平成29年4月
寺田裕子兼任講師担当就任のた
め変更（29）

平成28年4月
渡邉知子兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（28）

平成27年4月
ロサレス・シエラ・パトリシア
兼任講師就任辞退のため、担当
者を変更（27）

平成28年10月

後任未定 スペイン語Ⅲ

平成28年4月
寺田裕子兼任講師就任辞退のた
め、変更。
後任未定科目については担当者
が他に一名いるため支障はない
（28）

平成28年4月

スペイン語Ⅰ
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教　授 准教授 講　師 助　教
計

（B）

3 0 0 10

［　△1　］ ［　0　］ ［　0　］ ［ △1 ］

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

70 0 0

歳 名 名

7

教　授 准教授 講　師 助　教 計 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

7 4 0 0 11

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定め
る定年年齢

（歳）

報告書提出時（上記
（Ａ））の教員のう
ち、定年を延長して採
用している教員数

完成年度時（上
記（B））の教
員うち、定年を
延長して採用す

る教員数

［　0　］

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成２９年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに，

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

3 0 0 10
7

(7) (4) 0 0 (11)

現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時におけ
る設置基準上の必
要専任教員数

うち、完成年度時にお
ける設置基準上の必要

教授数

8 4

名 名

設置時の計画

（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

　　　　

　（２）－②　専任教員数
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0 自由 0

計 10 科目 計 3 計 6

3 人
自由 0 科目 自由 0 自由

計 1

3 必修 5 必修 1

選択 1 科目 選択 0

必修 9 科目 必修

選択 1 選択 0

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

①
②

③
②

必修 経営の分析と計画 ②

専任教員の担当就任および兼任講師の就任辞退の
ため、後任補充状況を変更（29）
石井信明教授退職（平成28年3月31日付）のため
（28）

1

②

①
②

システム分析

総合演習C

選択

必修

石井　信明教授
必修

必修 基礎演習A

学外実習A

必修 キャリア形成基礎 ①

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

科目

辞任等の理由

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

計 2

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

石井信明教授退職（平成28年3月31日付）のため
（28）

選択 2 科目 選択 0

必修 4 科目 必修

②の合計数（b） ③の合計数（c）

0 必修 4 必修 0

選択 0 選択 2

合計（Ａ） 後任補充状況の集計（Ｂ）

就任を辞退した教員数

飯野　守

②卒業研究B必修

必修 卒業研究A ②
石井　信明3

必修 ゼミナールA ②

必修 ゼミナールB ②
教授

選択 人間関係論 ③

2 教授

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

専任教員の担当コマ数調整のため（26）佐久間　勲准教授1

専任教員の担当コマ数調整のため（27）③

就任辞退（未就任）の理由

法学入門選択

担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a）

自由 0 自由 0 自由 0

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

3 人

計 6 科目 計 0 計 4

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由 0

竹田　仁教授3 専任教員の担当コマ数調整のため（29）

2 教授 長田　洋
必修 ゼミナールA ②

専任教員の担当コマ数調整のため（29）
必修 ゼミナールB ②

必修 ゼミナールB ②

必修 ゼミナールA ②
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　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を

　　　　記入してください。

計 3

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

5 人

計 16 科目 計 3 計 10

長田洋、竹田仁の「ゼミナールA」および「ゼミナールB」については、両名が平成29年度末で定年退職することに鑑み、十分に教育活動が
できると判断された兼任講師が代わりに担当することとした。
学生への周知は、学部学科のオリエンテーションで説明するとともに授業時間割表によって行った。

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

3 必修 9 必修 1

選択 1 選択 2選択 3 科目 選択 0

必修 13 科目 必修

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）
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５　教員組織の状況

変　　更　　状　　況

専任・

職名 就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）

備　　考

＜情報学部　メディア表現学科＞

（１） 担当教員表

設　置　時　の　計　画

ゼミナール

現代メディア史

グローバル・メディア論

卒業研究

海外研修A（集中） 言語コミュニケーション論

言語コミュニケーション論 海外研修B（集中）

海外研修B（集中） 記号論

教授
ｵｶﾉ　ﾏｻｵ

岡野　雅雄
（56）

平成26年4月

基礎演習A※

コミュニケーション論基礎 コミュニケーション論基礎

ゼミナール

教授
ﾀｶﾀﾞ　ﾃﾂｵ
髙田　哲雄

（65）
平成26年4月

サブカルチャー論

日本語表現基礎 プレゼミナールA※

プレゼミナールA※

演技・パフォーマンス演習Ⅱ

プレゼミナールC※

特殊撮影演習

ゼミナール

卒業研究

准教授

兼任

専

シナリオ研究演習

映像プロデュース論

平成26年4月
ｵｶﾉ　ﾏｻｵ

岡野　雅雄
（56）

教授

基礎演習A※

専

記号論

教授
ｵｶﾉ　ﾏｻｵ

岡野　雅雄
（57）

平成27年4月 日本語表現基礎

専 教授
ｼﾉｻﾞｷ　ﾐﾂﾏｻ
篠﨑　光正

（65）
平成26年4月

基礎演習B※

専 教授
ﾄﾓﾔｽ　ﾋﾛｼ
友安　弘
（66）

平成26年4月

プレゼミナールA※

マス・コミュニケーション論

映画分析演習

演出演習Ⅰ

演技・パフォーマンス演習Ⅰ

演出演習Ⅱ

卒業研究

CG&ゲーム制作（ゲーム企画）

アニメーション制作B（CGアニメーション）

ショートムービー制作

プレゼミナールC※

モバイルコンテンツ制作（コンテンツ企画）

ゼミナール

専

コミュニケーション倫理・法制

ジャーナリズム史

社会観の流れ

平成26年4月
教育効果に鑑み、専任教員の担当
コマ数を調整するため、担当者を
変更（26）

平成29年4月
専任教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（29）

平成27年4月
専任教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（27）

兼任 講師
ﾆｲｼﾞﾏ　ﾖｼｴ
新嶋　良恵

（34）
平成29年4月 日本語表現基礎

平成29年4月
専任教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（29）

平成29年4月
ﾄﾓﾔｽ　ﾋﾛｼ
友安　弘
（69）

教授専

卒業研究

グローバル・メディア論

現代メディア史

社会観の流れ

ジャーナリズム史

コミュニケーション倫理・法制

マス・コミュニケーション論

プレゼミナールA※

専

映画分析演習

映像プロデュース論

卒業研究

ゼミナール

特殊撮影演習

プレゼミナールC※

演技・パフォーマンス演習Ⅱ

演出演習Ⅱ

演技・パフォーマンス演習Ⅰ

演出演習Ⅰ

シナリオ研究演習

基礎演習B※

平成29年4月
ｼﾉｻﾞｷ　ﾐﾂﾏｻ
篠﨑　光正

（68）
教授専

平成29年4月

平成29年4月

ﾓﾘｵｶ　ﾄｼﾕｷ
森岡　利行

（56）

ﾀｹﾊﾞﾔｼ　ﾉﾘｵ
竹林　紀雄

（59）

講師

ゼミナール 卒業研究

卒業研究 専 講師
ｶﾄｳ　ｱﾔｺ

加藤　綾子
（33）

平成26年4月 日本語表現基礎

専

海外研修A（集中）

ゼミナール平成28年4月
ｲﾄｸ　ｼｮｳｺﾞ
井徳　正吾

（65）
教授兼担

平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を変更
（29）
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ﾈﾓﾄ　ﾁﾀｶ
根本　千尊

（67）
平成29年4月 日本語表現基礎

ｼﾉｻﾞｷ　ﾐﾂﾏｻ
篠﨑　光正

（65）
平成26年4月 日本語表現基礎

インタビュー・取材論

インターンシップ（集中）

専 教授
(学科長)

ﾌｼﾞｶｹ　ﾏｻｸﾆ
藤掛　正邦

（58）
平成26年4月

情報表現デザイン

メディア表現論

専 准教授
ﾀﾊﾞﾀ　ﾉﾘｼｹﾞ
田畑　則重

（64）
平成26年4月

日本語表現基礎

出版演習

プレゼミナールA※

雑誌文化論

映画史

映像表現Ⅱ

映像メディア論

テレビ番組制作（スタジオ）

プレゼミナールC※

ゼミナール

広告表現Ⅱ

プレゼミナールB※

ゼミナール

卒業研究

広告表現Ⅰ

専 准教授
ﾀｹﾊﾞﾔｼ　ﾉﾘｵ
竹林　紀雄

（56）
平成26年4月

映像表現Ⅰ

ドキュメンタリー論

卒業研究

ゼミナール メディア調査研究法Ⅲ（総合演習）

基礎演習A※

プレゼミナールA※

兼任 講師

教授

出版論

インタビュー・取材論

インターンシップ（集中） ゼミナール

専 准教授
ﾀﾊﾞﾀ　ﾉﾘｼｹﾞ
田畑　則重

（64）
平成26年4月

出版演習

プレゼミナールA※

雑誌文化論

出版論

プレゼミナールA※

専 准教授

ゼミナール ノンフィクション演習

ノンフィクション演習 卒業研究

卒業研究 専

メディア調査研究法Ⅲ（総合演習） メディア分析法（質的調査研究の技法）

メディア分析法（質的調査研究の技法） 卒業研究

卒業研究 兼任 講師
ﾀｶﾀﾞ　ﾀｴｺ

髙田　多恵子
（54）

平成26年4月 社会学概論

専 准教授
ﾋﾖｼ　ｱｷﾋｺ
日吉　昭彦

（43）
平成26年4月

社会学概論 メディア社会学

メディア社会学 社会調査論

社会調査論 ベトナムの言語・文化・産業（集中）

基礎演習A※

専 准教授
ﾋﾖｼ　ｱｷﾋｺ
日吉　昭彦

（43）
平成26年4月

ベトナムの言語・文化・産業（集中） メディア効果論

メディア効果論 ゼミナール

専 准教授
ﾋﾖｼ　ｱｷﾋｺ
日吉　昭彦

（44）
平成27年4月 社会学概論

平成27年4月
専任教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（27）

平成26年4月
教育効果に鑑み、専任教員の担当
コマ数を調整するため、担当者を
追加（26）

平成29年4月
専任教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（29）

平成26年4月
教育効果に鑑み、専任教員の担当
コマ数を調整するため、担当者を
変更（26）

ﾀﾊﾞﾀ　ﾉﾘｼｹﾞ
田畑　則重

（65）
平成27年4月 日本語表現基礎

平成27年4月
専任教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（27）

平成26年4月
教育研究推進体制の充実を図るた
め、新たに学科長を選任（26）
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平成26年4月
ﾊﾞﾝｸｽ　ｻﾁｴ

バンクス　祥恵
(32)

講師専

情報英語A

情報英語B

情報英語C

英語ⅡB

情報英語A

英語ⅠB

平成28年4月
ﾛﾊﾞｰﾄ ﾌﾞﾗｳﾝ

ロバート・ブラウン
（67）

講師兼任

卒業研究

ゼミナール

情報学特殊講義B

文章演習Ⅰ(コミュニケーション)

文章演習Ⅱ(時事教養) 文章演習Ⅱ(時事教養)

メディア論 メディア論

プレゼミナールB※

講師
ｶﾄｳ　ｱﾔｺ

加藤　綾子
（33）

平成26年4月

基礎演習B※

専

専

平成29年10月
ｲﾜｻｷ　ﾉﾌﾞﾐﾁ
岩崎　信道

（54）
講師兼任

平成26年4月
ｻｶｲ　ﾏｺﾄ
酒井　信
（36）

准教授専

基礎演習A※

専 准教授
ｻｶｲ　ﾏｺﾄ
酒井　信
（36）

平成26年4月

平成26年4月

情報英語C

情報英語C 情報英語D

平成26年4月

英語ⅠB

プレゼミナールB※

広告論

広告表現論

コピーライティング

キャリア研究A

コミュニケーションデザイン論

ｸﾛｽﾒﾃﾞｨｱ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

テレビコマーシャル論

情報学特殊講義A

ゼミナール

卒業研究

プレゼミナールB※

ジャーナリズム論

基礎演習A※

文章演習Ⅰ(コミュニケーション)

文章演習Ⅱ(時事教養)

小説・評論演習

基礎演習A※

文章演習Ⅰ(コミュニケーション)

未就任
英語ⅡA

メディア論

英語ⅠA

専 講師
ﾊﾞﾝｸｽ　ｻﾁｴ

バンクス　祥恵
(33)

ゼミナール 卒業研究

情報英語D ゼミナール

英語ⅠA卒業研究 未就任

英語ⅠB 英語ⅡA　

英語ⅡA　 英語ⅡB

プレゼミナールB※ 情報英語A

英語ⅡB プレゼミナールB※

情報英語A 情報英語B

情報英語B

兼任 講師

ﾏｴﾀﾞ ﾋﾃﾞｵ
前田　秀夫

（65）
平成27年4月 情報英語D

ｴﾘｸﾞﾁ ﾃｯﾍﾟｲ
江里口　徹平

（39）
平成28年4月 プレゼミナールB※

英語ⅡA

情報英語C平成28年4月
ﾌｸｼﾏ ｶｽﾞﾝﾄﾞ
福島　一人

（66）
教授兼担

兼任 講師

専 講師
ﾊﾞﾝｸｽ　ｻﾁｴ

バンクス　祥恵
(36)

平成29年4月

平成28年4月
ﾏｴﾀﾞ ﾋﾃﾞｵ
前田　秀夫

（66）
講師兼任

兼担

平成27年4月
語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者を変更（27）

未就任科目については担当者が複
数人いるため支障はない（27）

平成26年4月
語学担当教員間のコマ数調整のた
め変更
未就任科目については担当者が複
数人いるため支障はない（26）

平成29年4月
専任教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（29）

平成29年4月
専任教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更する予定であっ
たが、就任予定兼任講師の就任辞
退により後任未定
当該科目については開講期を変更
し、後任を採用する予定（29）

平成28年4月
バンクス祥恵専任講師育児休業取
得のため、担当者を変更（28）

平成26年4月
学内規程により昇任（26）

後任未定

平成29年4月
ｶﾄｳ　ｱﾔｺ

加藤　綾子
（36）

講師専

コピーライティング

卒業研究

情報学特殊講義B

ゼミナール

テレビコマーシャル論

ｸﾛｽﾒﾃﾞｨｱ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

コミュニケーションデザイン論

キャリア研究A

広告表現論

広告論

プレゼミナールB※

基礎演習B※

ｻｶｲ　ﾏｺﾄ
酒井　信
（36）

講師

英語ⅠB

英語ⅡB

プレゼミナールB※

平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を変更
（29）

プレゼミナールB※

ジャーナリズム論 ジャーナリズム論

小説・評論演習 小説・評論演習

情報学特殊講義A 情報学特殊講義A

ゼミナール ゼミナール

卒業研究 卒業研究

英語ⅠA

兼任 講師
ｵｵﾊﾞ　ﾄﾓﾋｺ
大場　智彦

（60）

平成28年4月
小郷次郎兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（28）

兼任 講師
ｵｺﾞｳ ｼﾞﾛｳ
小郷　次郎

（69）
平成27年4月

教授
ﾌｸｼﾏ ｶｽﾞﾝﾄﾞ
福島　一人

（65）
平成27年4月

平成29年4月
英語ⅠA

英語ⅡA
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兼担 教授
ｲﾄｸ　ｼｮｳｺﾞ
井徳　正吾

（65）
平成29年4月 卒業研究

平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）

平成26年4月

情報社会と法

キャリア形成基礎

文学

教育方法・技術論平成28年4月

情報科教育法Ⅱ

情報科教育法Ⅰ

情報処理概論

平成28年4月

後任未定 キャリア形成基礎

日本国憲法 日本国憲法

現代社会と著作権 現代社会と著作権

情報社会と法

兼担
ｲｲﾉ　ﾏﾓﾙ
飯野　守
（62）

兼担 教授
ｲﾜﾓﾄ　ｽﾐ
岩本　純
（69）

平成26年10月 社会学入門

未就任 法学入門

兼担 教授
ｲｼｲ　ﾉﾌﾞｱｷ
石井　信明

（54）
平成26年4月 キャリア形成基礎 兼担

法学入門

兼担 教授
ｲｲﾉ　ﾏﾓﾙ
飯野　守
（61）

平成26年4月
教授

後任未定 社会学入門

教授
ｲｼﾉ ﾏｻﾋｺ

石野　正彦
（61）

平成28年4月

兼担 教授
ｴﾗ　ﾋﾛｼ
惠羅　博
（64）

平成26年4月 数学基礎

非開講 総合科目A

兼担 教授
ｻｲﾄｳ　ﾖｼﾀｶ
齋藤　功高

（64）
平成26年10月 法学入門

教授
ｺﾊﾞﾔｼ　ｶﾂﾉﾘ
小林　勝法

（55）
平成26年4月

スポーツ科学

スポーツ・健康演習 スポーツ・健康演習

兼担

教授
ｼｬｸｼ　ﾀｶﾋﾛ
釈氏　孝浩

（53）
平成26年10月

情報処理概論

兼担 教授
ｼﾞﾂｶﾜ　ｹｲｺ
実川　恵子

（65）
平成26年10月 文学

ｲﾏﾀﾞ ｺｳｲﾁ
今田　晃一

（56）
教授兼担

兼担 教授
ｵｸﾀﾞ　ﾀｶﾊﾙ
奥田　孝晴

（60）
平成26年4月 近現代史基礎

兼担 教授
ﾅｽ　ﾕｷｵ

那須　幸雄
（68）

平成26年4月 キャリア形成基礎

ｼｬｸｼ　ﾀｶﾋﾛ
釈氏　孝浩

(55)
教授兼担

教授
ｺﾊﾞﾔｼ　ｶﾂﾉﾘ
小林　勝法

（55）
平成26年4月

スポーツ科学
兼担

総合科目A

情報科教育法Ⅰ

情報科教育法Ⅱ

教育方法・技術論

兼担 教授
ﾂﾎﾞｲ　ｼﾞｭﾝｲﾁ
坪井　順一

（64）
平成26年10月 経営学入門

後任未定

兼担

兼担 教授
ﾏﾂﾀﾞ　ﾓﾄﾕｷ
松田　素行

（60）
平成26年4月 数学基礎

兼担 教授
ﾌｼﾞｲ　ﾖｼﾌﾐ
藤井　美文

（64）
平成26年10月 現代社会のエネルギー論

兼担 教授
ﾌｸｼﾏ　ｶｽﾞﾝﾄﾞ
福島　一人

（64）
平成26年10月 観光英語

兼担 教授
ﾐﾔﾊﾗ　ﾀﾂｵ
宮原　辰夫

（62）
平成27年4月 政治学入門

兼担 教授
ﾏﾂﾊﾞﾗ　ﾔｽｵ
松原　康夫

（65）
平成26年10月 情報学序論

兼担 教授
ﾃｼﾏ ﾏｻﾋﾛ

手嶋　將博
（52）

平成27年4月 教育原理（集中）

教育実践演習

教育実践演習 兼担 教授
ｱｲｻﾞﾜ ﾉﾌﾞﾋｺ
会沢　信彦

（48）
平成26年10月 教育心理学（集中）

学校教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む）

学校教育相談（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞを含む） 生徒指導・進路指導論

生徒指導・進路指導論 総合演習

総合演習 教育実地研究

教育実地研究 教育実習B（高校）

教授
ﾔｷﾞｭｳ　ｶｽﾞｵ
栁生　和男

(65)
平成26年4月

教職概論

教育心理学 教育原理

教育原理 道徳教育指導論

教職概論

兼担道徳教育の研究

教育実習B（高校）

教授

後任未定科目については担当者が
他に一名いるため支障はない
（28）

平成28年4月
石井信明教授（兼担）の専任退職
(平成28年3月31日付)に伴い、担
当者を変更（28）

平成27年4月
兼担教員のコマ数調整のため、担
当教員減員
なお、未就任科目については担当
者が複数人いるため支障はない
（27）

平成26年4月
履修希望者が少なく、茅ヶ崎市と
の共催が実現しなかったため
（26）

平成27年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（27）

平成26年4月
教職課程認定申請における審査結
果を受けて、担当者を変更（26）

平成26年4月
教職課程認定申請における審査結
果を受けて、科目名を変更（26）

後任未定科目については担当者が
複数名いるため支障はない（28）

平成28年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（28）

後任未定科目については担当者が
他に一名いるため支障はない
（28）

兼担 平成26年4月
ﾔｷﾞｭｳ　ｶｽﾞｵ
栁生　和男

（65）

43



平成27年4月

平成26年10月

平成28年10月

平成27年10月

兼担 准教授
ﾏﾂﾓﾄ　ﾋﾛﾕｷ
松本　浩之

(57)

兼担 教授
ﾀｶﾊｼ ｶﾂﾐ

高橋　克已
(52)

兼任 講師
ﾀｶｷ　ｱｷﾗ
高木　啓

(39)

兼担 教授
ｱｶｻｶ ﾏｻﾋﾛ
赤坂　雅裕

(55)

兼担

兼担 准教授
ﾏﾂﾓﾄ　ﾋﾛﾕｷ
松本　浩之

(55)

教授
ﾏﾂﾀﾞ ﾓﾄﾕｷ
松田　素行

(61)

教育実地研究

総合演習

学級経営論

特別活動論

教育課程論

教職実践演習

教育実地研究

総合演習

特別活動論

教育課程論

学級経営論

倫理学

兼担 准教授
ｱﾗｲ　ﾀﾂｵ

新井　立夫
（54）

平成26年4月

キャリア形成基礎

総合演習

教育実地研究

教育実習B（高校）

教育実践演習

教授
ｽｽﾞｷ ﾏｻｱｷ
鈴木　正明

（51）
平成28年4月 キャリア形成基礎

兼担 教授
ﾔﾏｻﾞｷ　ﾋﾛｺ
山崎　裕子

（61）
平成26年4月

哲学

兼担 教授
ﾔﾏｸﾞﾁ　ｶｽﾞﾐ
山口　一美

（64）
平成26年4月 キャリア形成基礎 兼担

後任未定 中国語Ⅰ

兼担 准教授

ｶﾅｲ　ｴﾘｶ
金井　惠里可

（山田　惠里可）
（50）

平成26年4月

日本国憲法

兼担 准教授
ｶ　ｷｮｳ
賈　強
（57）

平成26年4月 中国語Ⅰ

兼担 教授
ｱﾗｲ　ﾀﾂｵ

新井　立夫
(57)

平成29年4月

兼任 講師
ﾀｶﾀﾞ ﾀｴｺ

高田　多恵子
（55）

平成27年4月 アニメーション文化論

法学入門

兼担 准教授
ｶﾜｲ　ﾔｽｵ

川合　康央
（42）

平成27年10月 アニメーション文化論
平成27年4月
川合康夫准教授（兼担）の就任辞
退による、担当者を変更（27）

兼担 准教授
ｻｸﾏ　ｲｻｵ

佐久間　勲
（45）

平成27年10月 モンゴルの言語・文化・産業（集中）

教授
ﾀｶﾀﾞ　ﾃﾂｵ
髙田　哲雄

(65)
平成27年4月 美術

兼担 准教授
ｻｸﾏ　ｲｻｵ

佐久間　勲
（45）

平成26年10月

人間関係論

兼担 准教授
ｸﾎﾞﾑﾗ　ﾘｾｲ

久保村　里正
（45）

平成26年4月 美術 専

ｻｸﾏ　ﾀｸﾔ
佐久間 拓也

（46）
平成26年4月

情報セキュリティ

特別活動論

教職実践演習

教育実地研究

総合演習

教育課程論

学級経営論

教職実践演習

学級経営論

平成28年4月

モンゴルの言語・文化・産業（集中） 未就任 人間関係論

兼担 准教授

ﾅｶｼﾞｮｳ　ｱｷｺ
中條　安芸子

（西山　安芸子）
（48）

平成26年10月 キャリア形成基礎

兼担 准教授
ｽｷﾞﾔﾏ　ﾌｼﾞｵ
杉山　富士雄

（57）
平成26年10月 経済学入門

非開講

日本語C
兼担 准教授

後任未定

教職実践演習

キャリア形成基礎

兼任 講師
ﾏﾈﾔﾏ ﾋﾗｸ

萬年山　啓
（60）

平成28年4月 キャリア形成基礎

平成28年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（28）

平成28年4月
松本浩之准教授（兼担）復職のた
め、担当者を変更（28）

平成27年4月
松本浩之准教授（兼担）欠勤のた
め変更。特別活動論は2名の教員
によるオムニバス科目として開
講。
前年度報告漏れ（28）

平成27年4月
松本浩之准教授（兼担）欠勤のた
め、担当者を変更（27）

平成26年4月
教職課程認定申請における審査結
果を受けて、科目名を変更（26）

平成28年3月
中條安芸子准教授（兼担）退職
(平成28年3月31日付)のため、担
当者を変更（28）

平成26年4月
専任教員の担当コマ数を調整する
ため、変更
未就任科目については担当者が他
に一名いるため支障はない（26）

平成27年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（27）

平成27年4月
賈強准教授（兼担）欠勤のため変
更
当該科目については担当者が複数
名いるため支障はない（27）

平成28年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（28）

平成29年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（29）

平成26年10月
ﾏﾂﾓﾄ　ﾋﾛﾕｷ
松本　浩之

(55)

情報通信ネットワーク

平成29年4月
学内規程により昇任（29）

教育実地研究

総合演習

特別活動の研究

教育課程論

ﾉﾑﾗ　ﾐﾎｺ
野村　美穂子

（51）
平成26年4月

日本語B

経営学入門
兼担 准教授

ﾅｽ　ｶｽﾞﾀｶ
那須　一貴

（48）
平成26年10月

兼担 准教授

准教授兼担

キャリア形成基礎

総合演習

教育実地研究

教育実習B（高校）

教育実践演習

兼任 講師
ﾀｶｷ　ｱｷﾗ
高木　啓
（41）

平成29年4月 教育課程論
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平成26年10月
ﾑﾗｲ　ﾏｺﾄ
村井　睦
（41）

准教授兼担

兼任 講師
ﾖｺｻﾞﾜ　ｼｮｳﾍｲ
横沢　翔平

（26）
平成29年4月 スポーツ・健康演習

平成29年4月
天野聡兼任講師の就任辞退のた
め、担当者を変更（29）

平成26年4月
ｱﾏﾉ　ｻﾄｼ
天野　聡
（36）

講師兼任

未就任 政治学入門

記事制作B

兼任

英語ⅠB

英語ⅡB

英語ⅠA

英語ⅡA

講師
ﾄｵﾔﾏ　ﾐﾁｺ
遠山　道子

（40）
平成26年4月

英語ⅡA

ﾓﾘ ｻﾀﾞﾕｷ
森　貞行
（65）

平成26年10月 社会システムモデリング

中国語Ⅰ

中国語Ⅰ

准教授
ﾏﾂﾓﾄ　ｼｭｳｲﾁ
松本　修一

（37）

兼担 講師
ｲﾜｲ　ｻﾄﾙ
岩井　達
（63）

平成26年10月 現代社会の栄養論 兼担 准教授

インタラクティブメディア概論

近現代史基礎

兼担

准教授
ｳｴﾀﾞ　ﾀﾞｲ
上田　大
（40）

平成26年4月 スポーツ科学

ゼミナール

兼担 講師
ﾜﾀﾅﾍﾞ ｱｷｺ
渡邉　暁子

(37)

兼任 講師
ｱｵﾔﾏ ﾏﾕﾐ

青山　真弓
（31）

平成27年4月

ﾏﾂﾅｶﾞ ｼｭｳｼﾞ
松永　修司

（31）

英語ⅠA

兼担

英語ⅡA

平成28年4月 生態系と人間

生態系と人間

ｲﾜｲ　ｻﾄﾙ
岩井　達
（63）

平成26年10月 現代社会の栄養論

兼担 講師
ｳｴﾀﾞ　ﾀﾞｲ
上田　大
（40）

平成26年4月 スポーツ科学 兼担

兼任 講師
ｲﾉｳｴ　ﾘｮｳｲﾁ
井上　良一

（67）
平成27年4月

記事制作A

兼任 講師
ｲﾉｳｴ　ﾋﾃﾞｱｷ
井上　秀明

（56）
平成27年4月

映像ポストプロダクション演習
（映像編集・MA・完パケ）

英語ⅠA

平成26年10月
ﾏﾕｽﾞﾐ　ﾖｳｺ
黛　陽子
（41）

講師兼担

平成26年4月 文化人類学

スポーツ・健康演習 兼任 講師

生態系と人間

兼任 講師
ｱｵｷ　ﾀｹﾉﾌﾞ
青木　武信

（50）
平成26年4月 文化人類学

兼任 講師
ｳｴﾑﾗ　ｱｷｵ
植村　明生

（52）
平成26年10月

情報社会論

現代社会のジェンダー論
兼任 講師

ｳｴﾀﾆ　ｶﾖ
上谷　香陽

（46）
平成26年10月

社会学入門

兼任 講師
ｳﾁﾔﾏ　ﾔｽｼ
内山　泰志

（61）
平成28年10月 スポーツ・メディア論

英語ⅠB

平成26年4月講師兼任
ｴﾂﾞﾚ　ﾄｼｶｽﾞ
江連　敏和

（39）

ﾊｷﾞﾜﾗ ﾃﾙ
萩原　輝
（55）

講師

講師

兼任

兼任

平成28年4月

平成28年4月

情報英語B 未就任 情報英語B

平成27年4月
黛陽子講師（兼担）の育児休暇取
得のため、担当者を変更（27）

平成26年4月
丸山鋼二准教授（兼担）欠勤のた
め変更
当該科目については担当者が複数
名いるため支障はない（26）

平成26年4月
語学担当教員間のコマ数調整のた
め変更
未就任科目については担当者が複
数人いるため支障はない（26）

平成26年4月
学内規程により昇任（26）

平成26年4月
学内規程により昇任（26）

英語ⅠB

平成28年4月
江連敏和兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（28）

未就任科目については担当者が複
数人いるため支障はない（27）

平成27年4月
天野聡兼任講師の就任辞退のた
め、変更（27）

英語ⅡA

英語ⅡB

ｴﾂﾞﾚ　ﾄｼｶｽﾞ
江連　敏和

（40）

兼担

卒業研究

後任未定

兼担 准教授
ﾏﾙﾔﾏ　ｺｳｼﾞ
丸山　鋼二

(59)
平成27年4月

近現代史基礎

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ 中国語Ⅱ

近現代史基礎

平成27年4月
丸山鋼二准教授（兼担）復職のた
め、担当者追加（27）

後任なし

近現代史基礎
平成29年4月
丸山鋼二准教授（兼担）欠勤のた
め変更
当該科目については担当者が複数
名いるため支障はない（29）

中国語Ⅰ

平成26年4月
ﾏﾙﾔﾏ　ｺｳｼﾞ
丸山　鋼二

（58）
准教授

平成26年4月
青木武信兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（26）

平成27年4月 スポーツ・健康演習

英語ⅡA

英語ⅡB

兼任 講師

英語ⅠA

平成26年4月

英語ⅠA

平成28年4月
黛陽子講師（兼担）の育児休業終
了のため、担当者を変更（28）

未就任科目については担当者が複
数人いるため支障はない（27）

兼担

情報倫理とモラル

ハードウエア

講師
ｲﾜｻｶ　ﾏｻﾐﾁ
岩坂　将充

（35）
平成26年10月 政治学入門

平成29年4月
ﾑﾗｲ　ﾏｺﾄ
村井　睦
（44）

准教授兼担
平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）

未就任

兼任 講師
ｴﾘｸﾞﾁ ﾃｯﾍﾟｲ
江里口　徹平

（40）
平成29年4月 ゼミナール

平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）

講師
ﾏﾕｽﾞﾐ　ﾖｳｺ
黛　陽子

(42)
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平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）

未就任

兼任 講師
ｵｵｲｶﾞﾜ　ﾄﾓﾋｺ
大井川　朋彦

（31）
平成27年4月

英語ⅠA

英語ⅠB

兼任 講師
ｵｵｲｶﾞﾜ　ﾄﾓﾋｺ
大井川　朋彦

（31）
平成26年4月

英語ⅠA

情報英語B

兼任 講師
ﾑﾗﾔﾏ ﾔｽｵ

村山　康雄
（66）

平成27年4月 情報英語B

英語ⅡA

英語ⅡA 英語ⅠB

英語ⅡB

情報英語B

兼任 講師
ｵｵﾀｹ　ﾋﾛﾕｷ
大竹　裕之

（39）
平成26年10月

技術と人間

兼任 講師

ﾀｶﾔﾏ ﾐｽﾞﾎ
高山　瑞穂

（太田　克己）
（51）

平成27年10月 マンガ表現（ストーリーマンガ制作） （集中）

兼任 講師
ｵｵﾎﾘ　ｻﾄｼ
大堀　聡
（69）

平成29年4月 生態系と人間

兼任 講師
ｵｵﾔﾏ　ｹｲ
大山　慶
（37）

平成27年10月 アニメーション制作C（アート表現）

現代社会のエネルギー論

兼任 講師
ｵｵﾀﾆ　ｺｳ
大谷　幸
（57）

平成27年4月 サウンドプロデュース

後任未定

ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅱ ドイツ語Ⅲ

兼任 講師
ｵﾁ　ﾋﾛｼ
越智　洋
（59）

平成26年4月

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅲ 兼任 講師
ﾅｶｶﾞﾜ ｱｷﾋﾛ
中川　明博

(54)
平成26年4月 ドイツ語Ⅰ

兼任 講師
ﾅｶｶﾞﾜ ｱｷﾋﾛ
中川　明博

(55)
平成27年4月

文章演習Ⅱ(時事教養)

文章演習Ⅰ(コミュニケーション)

平成29年10月

平成29年4月

ﾆｲｼﾞﾏ　ﾖｼｴ
新嶋　良恵

（34）

ﾀｶｷﾞ　ﾄﾓｱｷ
高木　智章

（29）

講師

講師

兼任

兼任

コンピュータ応用

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

文章演習Ⅱ(時事教養)

ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅲ

兼任 講師
ｵﾉﾃﾞﾗ　ｹﾝﾀ

小野寺　研太
（31）

平成26年4月

文章演習Ⅰ(コミュニケーション)

中国語Ⅲ 後任未定 平成27年4月 中国語Ⅲ
平成26年4月

ｶ　ﾒｲ
何　鳴
（56）

講師

講師
ﾐﾀﾆ ｶｽﾞﾔ

味谷　和哉
（57）

平成27年4月 映像プリプロダクション演習Ⅱ（構成）

兼任 講師
ｵﾘﾓﾄ　ｱﾔｺ
折本　綾子

（44）
平成26年4月

基礎演習B※

兼任 講師
ｵﾘﾄ　ﾀｲｼﾞﾛｳ
折戸　泰二郎

（54）
平成26年10月 映像プリプロダクション演習Ⅱ（構成） 兼任

兼任 講師
ｷﾝ ﾊﾅ
金　花
（34）

講師
ｷﾝ ﾊﾅ
金　花
（33）

平成26年4月

中国語Ⅰ

兼任 講師
ｶﾄｳ　ﾃﾂﾛｳ
加藤　徹郎

（42）
平成26年10月 メディアリテラシー

ドイツ語Ⅱ
兼任 講師

ｶｼﾞﾀﾆ　ﾕｳｼﾞ
梶谷　雄二

（59）
平成26年4月

ドイツ語Ⅰ

英語ⅡB

情報英語D

兼任 講師

ｶｻﾐ　ﾅｵｺ
笠見　直子

（井上　直子）
（43）

平成26年4月

英語ⅠB

兼任 講師
ﾀｶﾀﾞ　ﾀｴｺ

高田　多恵子
（57）

平成29年10月 WeBデザイン兼任 講師
ｶﾄﾞﾔ　ﾋﾛｼ
門屋　博
（43）

平成26年10月 WeBデザイン

平成27年4月
何鳴兼任講師就任辞退のため、担
当者を変更（27）

平成26年4月
何鳴兼任講師就任辞退のため、担
当者を変更（26）

平成29年4月
門屋博兼任講師就任辞退のため、
担当者を変更（29）

平成27年4月
越智洋兼任講師就任辞退のため、
担当者を変更（27）

平成26年4月
越智洋兼任講師就任辞退のため、
担当者を変更（26）

科目開設年度である平成27年4月
までに教員を配置すべく準備中
（26）

平成29年4月
小野寺研太兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（29）

科目開設年度である平成27年4月
までに教員を配置すべく準備中
（26）

英語ⅡB

兼任

平成27年4月
折戸泰二郎兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（27）

平成27年4月
語学担教員間のコマ数調整のた
め、担当者を変更（27）

平成26年4月
語学担当教員間のコマ数調整のた
め、変更
未就任科目については担当者が複
数名いるため支障はない（26）

平成27年4月 中国語Ⅲ

兼任

中国語Ⅱ
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平成26年4月
ﾀｶﾀﾞ　ﾀｴｺ

髙田　多恵子
（54）

講師兼任

兼任 講師
ﾀｶｷﾞ　ﾄﾓｱｷ
高木　智章

（29）
平成29年10月 メディア論

平成29年10月
教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）

未就任

英語ⅠA

英語ⅠB 英語ⅠB

英語ⅡA 英語ⅡA

英語ⅡB

兼任 講師
ｶﾔｽﾄ　ﾗｶﾞﾌﾞ

カヤスト・ラガブ
（34）

平成26年4月

英語ⅠA

コリア語Ⅱ

コリア語Ⅲ

兼任 講師
ｸﾎﾞﾀ　ﾕｷｺ

久保田　幸子
（59）

平成26年4月 コンピュータ概論

兼任 講師
ｷﾑ　ﾖﾝｴ
金　榮愛
（59）

平成26年4月

コリア語Ⅰ

兼任 講師
ｶﾜﾀﾞ　ｶｦﾙ

川田　カヲル
（57）

平成26年4月 映像プリプロダクション演習Ⅰ（企画）

メディア・デザイン論
兼任 講師

ｸﾘﾊﾞﾔｼ　ｻﾄｼ
栗林　賢
（34）

平成28年10月
ソーシャル・メディア・コミュニケーション

ファション・インテリア研究
兼任 講師

ｸﾒｶﾜ　ﾐｷ
粂川　美紀

（38）
平成28年4月

ユニバーサルデザイン論

メディア調査研究法Ⅰ（量的調査研究の技法）

リサーチデータのリテラシー

兼任 講師
ｺﾊﾞﾔｼ　ﾅｵﾐ
小林　直美

（38）
平成27年4月

放送論

講師

講師

講師

兼任 講師
ﾏﾂﾓﾄ　ｶｽﾞﾔ
松本　和也

（42）
平成29年4月 文学兼任 講師

ｺﾊﾞﾔｼ　ﾁｸﾞｻ
小林　千草

（67）
平成26年4月 文学

兼任 講師
ｺｳ　ｿﾝﾌｨ
高　鮮徽
（53）

平成26年4月 コリア語Ⅰ

ﾌｼﾞｲ ﾀﾂﾔ
藤井　達也

（30）

ﾐﾀﾆ ｶｽﾞﾔ
味谷　和哉

（58）

兼任 講師
ｻｸﾗｲ　ﾐﾂﾕｷ
櫻井　光行

（55）
平成28年4月 商品・企画研究

兼任 講師
ｺﾝﾄﾞｳ　ｶﾂﾐ
近藤　克己

（58）
平成27年10月 CＭ制作

兼任 講師
ｼﾐｽﾞ　ﾐﾁｺ
清水　道子

（46）
平成27年4月

日本語D

兼任 講師
ｼﾊﾞﾊﾗ　ｹﾝﾀﾛｳ
柴原　健太郎

（27）
平成26年4月 スポーツ・健康演習

兼任 講師
ｻﾜｳﾁ　ﾀｶｼ
澤内　隆
（62）

平成26年4月 地理学基礎

日本語E

講師
ﾎｼﾅ ｺｳｻｸ

保科　光作
（30）

平成27年4月 スポーツ・健康演習

兼任 講師
ｼﾝﾀｸ　ｲﾜｵ
新宅　巌
（66）

平成26年4月

フランス語Ⅰ

兼任 講師
ｼﾗｲ　ﾀｸﾐ
白井　巧
（50）

平成26年4月 スポーツ・健康演習 兼任

フランス語Ⅱ

フランス語Ⅲ

兼任 講師
ﾀｶｷﾞ　ｻﾄｺ
高木　聡子

（47）
平成26年4月 スポーツ・健康演習

兼任 講師
ｽﾄｳ　ｶｽﾞｵ
須藤　和夫

（64）
平成26年4月 論理学

兼任 講師
ｽｽﾞｷ　ﾋﾃﾞｶｽﾞ
鈴木　秀和

（55）
平成26年10月 生命科学

情報表現デザイン

アニメーション制作A（アニメーション基礎）

CG&ゲーム制作（ゲーム企画）

後任未定

平成29年4月
小林千草兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（29）

平成27年4月
白井巧兼任講師就任辞退のため、
担当者を変更（27）

平成28年4月
小林直美兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（28）

兼任 平成28年4月

兼任

兼任

平成28年4月

広告表現Ⅰ 平成28年4月
教育効果に鑑み、担当者を追加
（28）

英語ⅡB

放送論

平成28年10月

平成28年4月

ｸﾄﾞｳ ｱﾔ
工藤　文
（31）

講師

兼任

平成26年4月
カヤスト・ラガブ兼任講師の就任
辞退のため、変更
未就任科目については担当者が複
数名いるため支障はない（26）

ﾀｶﾀﾞ　ﾀｴｺ
髙田　多恵子

（56）

リサーチデータのリテラシー

メディア調査研究法Ⅰ（量的調査研究の技法）

美術

広告表現Ⅰ

平成29年4月
ﾀｶﾀﾞ　ﾀｴｺ

髙田　多恵子
（57）

講師兼任

平成29年4月
高田多恵子兼任講師の就任辞退に
より、変更
当該科目については担当者が他に
一名いるため支障はない（29）

平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）
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兼任 講師
ﾀﾌﾞﾁ　ﾄｼﾋｺ
田淵　俊彦

（52）
平成28年10月 コンテンツ・プロデュース

兼任 講師
ﾀｸﾞｻﾘ　ｻﾄｼ
田鎖　聡史

（35）
平成26年10月 数理思考の活かし方

講師
ﾁｪ　ﾊｸｿﾝ
崔　学松
（40）

平成26年4月

コリア語Ⅰ 兼任

兼任 講師

ﾄﾘｲ　ｶﾎﾘ
鳥居　かほり

（高橋　香織）
（50）

平成28年4月 ダンス表現演習

英語ⅡB

兼任 講師
ﾂﾎﾞﾀ　ﾉﾘｺ
坪田　典子

（65）
平成26年4月

日本語A

コリア語Ⅰ

兼任 講師
ﾂｶﾊﾗ　ﾏｻﾋﾃﾞ
塚原　政秀

（69）
平成27年4月

記事制作A 兼任

講師
ｷﾑ　ﾖﾝｴ
金　榮愛

(59)
平成26年4月 コリア語Ⅰ

兼任 講師
ｷﾑ ﾋｬﾝﾅﾑ
金　香男
（43）

平成27年4月

兼任

日本語C

日本語D

スペイン語Ⅰ

兼任 講師
ﾂﾏｶﾞﾘ　ｼﾝｲﾁ
津曲　真一

（43）
平成26年10月 宗教学入門

後任未定 スペイン語Ⅱ

平成26年4月
ﾃﾗｻﾜ　ｾｼﾘｱ　ｹｲｺ

寺沢　セシリア　恵子
（63）

講師兼任

スペイン語Ⅱ

後任未定 スペイン語Ⅲ

スペイン語Ⅲ

専 教授
ﾀｹﾀﾞ ﾋﾄｼ
竹田　仁
（68）

平成28年4月 情報と社会

講師

ﾐﾀﾆ ﾌﾐｴ
三谷　文栄

（山腰　文栄）
（30）

平成27年10月 新聞論

兼任 講師
ﾅｶｼﾞﾏ　ｾｲｲﾁ
中島　誠一

（65）
平成26年10月 情報と社会

新聞論 兼任

兼任 講師
ﾆｲｼﾞﾏ　ﾖｼｴ
新嶋　良恵

（34）
平成29年10月

講師
ﾅｶﾑﾗ　ﾕｳｽｹ
中村　祐介

（40）
平成27年10月

クロスメディアと出版ビジネス

兼任 講師
ﾅｶﾑﾗ　ﾋﾛｼ
仲村　浩
（61）

平成27年10月 ＰＲ・広報論

兼任 講師
ﾅｶﾉ　ﾀｲ
中野　泰
（63）

平成26年4月 自然科学基礎

平成27年4月
語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者を変更（27）

平成27年4月
崔学松兼任講師就任辞退のため、
担当者を追加（27）

平成26年4月
崔学松兼任講師就任辞退のため、
担当者を変更（26）

平成28年4月
ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾗｳﾝ兼任講師就任辞退の
ため、担当者を変更（28）

兼任 講師
ﾛﾊﾞｰﾄ　ﾌﾞﾗｳﾝ

ロバート・ブラウン
(68)

平成27年4月 情報英語B

講師
ﾀｶﾊｼ　ﾉﾘｵ
高橋　則雄

（67）
平成26年4月

英語ⅠA

英語ⅠB

英語ⅡA
兼任

記事制作B

記事制作B平成28年4月

後任未定

ﾂｶﾊﾗ　ﾏｻﾋﾃﾞ
塚原　政秀

（70）
講師

新聞論

兼任 講師
ﾃﾗｻﾜ　ｾｼﾘｱ　ｹｲｺ

寺沢　セシリア　恵子
(65)

平成28年4月

スペイン語Ⅰ

スペイン語Ⅲ

イベント企画演習

講師

スペイン語Ⅱ

平成28年4月
寺沢ｾｼﾘｱ恵子兼任講師就任辞退の
ため、変更。
後任未定科目については担当者が
他に一名いるため支障はない
（28）

平成28年4月
中島誠一兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（28）

平成27年4月
中正樹兼任講師就任辞退のため、
担当者を変更（27）

平成29年4月
塚原政秀兼任講師就任辞退のた
め、変更。
当該科目については担当者が他に
一名いるため支障はない（29）

兼任 講師
ｶﾙﾒﾝ ﾍﾞﾚﾝ ｶﾞﾙｼｱ ﾍﾞﾙﾅﾙ

カルメン ベレン ガルシア ベルナル

（44）
平成29年4月

スペイン語Ⅰ

平成29年4月
寺沢ｾｼﾘｱ恵子兼任講師就任辞退の
ため、変更。
後任未定科目については担当者が
他に一名いるため支障はない
（29）

記事制作B 後任未定 記事制作A

平成28年4月
塚原政秀兼任講師就任辞退のた
め、変更。
後任未定科目については担当者が
他に一名いるため支障はない
（28）

ﾀｶﾊｼ　ﾉﾘｵ
高橋　則雄

（66）

平成27年10月
サウンド基礎

英語ⅠA

サウンドデザイン（DTM音楽制作）

兼任

兼任 講師

ﾀｶﾉ　ﾏﾘ
たかの　舞俐

（高野　眞理）
（55）

英語ⅡB

平成26年4月

兼任 講師
ﾓﾘ ｻﾀﾞﾕｷ
森　貞行
（65）

平成28年4月 情報英語B

情報英語B

英語ⅠB

英語ⅡA

平成29年4月
三谷文栄兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（29）

平成27年10月
ﾅｶ　ﾏｻｷ
中　正樹
（44）

講師兼任

兼任
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兼任 講師
ﾑﾗﾔﾏ　ﾔｽｵ
村山　康雄

（68）
平成29年4月 情報英語C

平成29年4月
教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）

講師
ｽｽﾞｷ ｺｳ
鈴木　航
（39）

平成27年4月 中国語Ⅰ

兼任 講師

社会調査の統計学

兼任 講師
ｵｵｸﾎﾞ ﾉﾌﾞﾄｼ
大久保　暢俊

（37）
平成28年10月

平成28年10月 キャリア形成基礎

兼任 講師
ﾋｸﾞﾁ ｵｻﾑ
樋口　収
（38）

平成27年10月

メディア調査研究法Ⅱ（多変量解析の技法)

兼任 講師

兼任 講師
ﾊﾗﾔﾏ　ﾀﾂﾛｳ
原山　建郎

（68）
平成26年10月 キャリア形成基礎 兼任 講師

ｲｼｶﾜ ﾘﾂｺ
石川　律子

（43）

兼任

ﾌｼﾞﾓﾄ　ｱｲ
藤本　愛
（35）

ﾀｶﾊｼ　ﾉﾘｵ
高橋　則雄

(67)
平成27年4月 情報英語C

英語ⅡB

未就任

専門英語C

兼任 講師
ﾏｶﾍﾞ　ｹﾝｼﾞ
眞壁　健二

（51）
平成26年10月

ラジオ・ポッドキャスト番組制作Ⅰ

メディア調査研究法Ⅱ（多変量解析の技法)

専門英語B

専門英語C

専門英語B

平成28年10月

平成28年4月

ﾀｶﾊｼ　ﾉﾘｵ
高橋　則雄

（68）

ﾌｸｼﾏ ｶｽﾞﾝﾄﾞ
福島　一人

（66）

講師

教授

兼任

兼担

専門英語B平成29年4月
ﾑﾗﾔﾏ ﾔｽｵ

村山　康雄
（68）

講師兼任

兼任 講師
ﾐｿﾞｸﾞﾁ　ﾌｧﾋﾞｴﾝﾇ

溝口　ファビエンヌ
（62）

平成26年4月

フランス語Ⅰ

兼任 講師
ｳﾁﾀﾞ ﾋﾛｱｷ
内田　弘明

（60）
平成27年10月

映像技術演習Ⅰ

削除

兼任 講師
ﾐｽﾞﾜｷ　ﾏﾅﾌﾞ
水脇　学
（59）

平成26年10月
映像技術演習Ⅰ

兼任 講師
ﾐｽﾞﾀﾆ　ﾉﾘｵ
水谷　典雄

（59）
平成27年10月 コミュニケーションデザイン論

文章演習Ⅱ(時事教養) 兼任 講師
ｲﾉｳｴ ﾘｮｳｲﾁ
井上　良一

（67）
平成27年4月 文章演習Ⅱ(時事教養)

文章演習Ⅰ(コミュニケーション)平成28年4月

ﾐﾔﾊﾗ　ﾕｳ
宮原　優

（河島　優）
（39）

講師兼任

未就任 文章演習Ⅰ(コミュニケーション)

フランス語Ⅱ

フランス語Ⅲ

文章演習Ⅰ(コミュニケーション)

映像技術演習Ⅱ 映像技術演習Ⅱ

ﾈﾓﾄ　ﾁﾀｶ
根本　千尊

（67）

ﾔﾏｳﾁ　ｹﾝ
山内　賢
（51）

平成26年4月 スポーツ・健康演習兼任 講師

平成27年4月
水脇学兼任講師の就任辞退のた
め、担当者を変更（27）

誤記載のため削除（27）

平成27年4月
松岡弥生子兼任講師の就任辞退の
ため、担当者を変更（27）

平成28年4月
前田秀夫兼任講師の就任辞退のた
め、担当者を変更（28）

平成28年4月
小林麻衣兼任講師の就任辞退のた
め、担当者を変更（28）

平成29年4月
兼担教員の担当コマ数調整のた
め、担当者を変更（29）

平成28年4月
樋口収兼任講師の就任辞退のた
め、担当者を変更（28）

英語ⅠB

スポーツ・健康演習

ラジオ・ポッドキャスト番組制作Ⅱ

平成26年4月
山﨑貞子兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（26）

平成27年4月
宮原優兼任講師の就任辞退のた
め、担当者を変更
なお、未就任科目については担当
者が複数人いるため支障はない
（27）

兼担 講師
ﾊﾞﾝｸｽ　ｻﾁｴ

バンクス　祥恵
(33)

平成26年4月 日本語表現基礎

写真技法

兼任 講師

英語ⅡB

講師兼任

教育制度・社会論 教育制度・社会論

兼任 講師
ﾊﾗﾀﾞ　ﾂﾄﾑ
原田　勉

(69)

社会調査の統計学平成28年10月
ｳｼﾞｲｴ ﾕﾀｶ
氏家　豊
（63）

講師
ｺﾊﾞﾔｼ ﾏｲ

小林　麻衣
（31）

平成27年10月 メディア調査研究法Ⅱ（多変量解析の技法)

平成27年4月
樋口収兼任講師の就任辞退のた
め、担当者を変更（27）

平成28年4月
原山建朗兼任講師の就任辞退のた
め、担当者を変更（28）

平成26年4月
教職課程認定申請における審査結
果を受けて、科目名を変更（26）

平成27年4月
朴敬玉兼任講師の就任辞退のた
め、担当者を変更（27）

ﾋｸﾞﾁ ｵｻﾑ
樋口　収
（38）

平成27年10月 社会調査の統計学

平成26年4月

教職論

兼任 講師
ｵｵｸﾎﾞ　ﾄｼｷ

大久保　俊輝
（60）

平成27年4月 教職論
平成27年4月
原田勉兼任講師の就任辞退のた
め、担当者を変更（27）

兼任 講師
ｲﾜﾅｶﾞ　ﾏｻﾔ
岩永　雅也

（61）
平成27年4月 教育制度・社会論

平成26年4月
ﾊﾗﾀﾞ　ﾂﾄﾑ
原田　勉
（69）

講師兼任

教育職の研究

兼任 講師
ﾊﾟｸ　ｹｲｷﾞｮｸ
朴　敬玉
（36）

平成26年4月 中国語Ⅰ 兼任

平成29年4月
スペイン語Ⅰ 平成29年4月

教育効果に鑑み、担当者を追加
（29）スペイン語Ⅱ

平成28年4月
ﾏｴﾀﾞ　ﾋﾃﾞｵ
前田　秀夫

（66）
講師兼任

平成26年4月
語学担当教員間のコマ数調整のた
め、担当者を変更
未就任科目については担当者が複
数名いるため支障はない（26）

英語ⅠB

兼任 講師
ﾏﾂｵｶ　ﾔｵｺ

松岡　弥生子
(62)

平成27年4月 情報英語C

兼任 講師
ﾏﾂｵｶ　ﾔｵｺ

松岡　弥生子
（62）

平成26年4月

兼任 講師
ﾏｽﾓﾄ　ﾀﾂﾔ
増本　達哉

（40）
平成26年10月

兼任 講師

情報英語C

平成29年4月 文章演習Ⅰ(コミュニケーション)

平成29年4月
宮原優兼任講師就任辞退のため、
担当者を変更（29）

平成26年4月

ﾐﾔﾊﾗ　ﾕｳ
宮原　優

（河島　優）
（37）

講師兼任

後任未定 日本語表現基礎

平成29年4月
小野寺研太兼任講師就任辞退のた
め変更
当該科目については担当者が複数
名いるため支障はない（29）

平成26年4月
ﾔﾏｻﾞｷ　ｻﾀﾞｺ
山﨑　貞子

（58）
講師兼任

兼任 講師
ｵﾉﾃﾞﾗ ｹﾝﾀ

小野寺　研太
(33)

平成28年4月 日本語表現基礎

平成28年4月
バンクス祥恵講師（兼担）、育児
休業取得のため、担当者を変更
（28）

日本語表現基礎

兼任 講師
ﾒﾗ　ｱﾂｼ
目良　敦
（44）

平成28年4月
宮原優兼任講師の担当就任のた
め、担当者追加（28）

平成26年4月
基礎演習B※
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平成28年4月
ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾗｳﾝ兼任講師就任辞退の
ため、担当変更（28）

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｹﾝｼﾞ
渡部　健司

（54）
平成27年10月 ミュージックビデオ制作

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

専門英語D

兼任 講師
ﾛﾊﾞｰﾄ　ﾌﾞﾗｳﾝ

ロバート・ブラウン
（67）

平成28年4月

専門英語A

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

兼任

スペイン語Ⅰ

兼任 講師
ﾃﾗﾀﾞ ﾋﾛｺ

寺田　裕子
（59）

平成27年4月

スペイン語Ⅰ

兼任 講師
ｶﾜｼﾏ ﾀｶｺ

川島　多加子
（60）

平成27年4月
英語ⅠA

兼任 講師
ﾖｺｲ　ﾀｶｼ
横井　俊
（39）

兼任 講師

講師
ﾔﾏﾓﾄ　ﾕｳｺ

山本　由布子
（38）

兼任 講師
ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾄｼｵ
渡辺　利夫

（60）
平成26年4月 心理学

兼任 講師

平成26年4月 音楽兼任 講師
ﾖｼｲ　ﾂｸﾞﾋｺ
吉井　亜彦

（69）
平成26年4月 音楽 兼任 講師

兼任 講師
ﾃﾗﾀﾞ ﾋﾛｺ

寺田　裕子
（61）

平成29年4月 スペイン語Ⅲ

平成26年4月
ﾛｻﾚｽ　ｼｴﾗ　ﾊﾟﾄﾘｼｱ

ロサレス・シエラ・パトリシア
(40)

講師兼任

専門英語D

専門英語A

平成28年10月

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

（注）・　申請書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２９年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

平成28年4月
渡邉知子兼任講師就任辞退のた
め、担当変更（28）

英語ⅡA

情報英語A

兼任 講師
ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾄﾓｺ
渡邊　知子

（41）
平成26年4月

英語ⅠA

情報英語A平成28年4月

英語ⅡA

英語ⅠA
平成28年4月

ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ ﾏｰﾃｨﾝ
デイビッド・マーティン

（58）

ﾎｼ ﾀｶﾋﾛ
星　隆弘
（29）

講師

講師

兼任

兼任

平成29年4月
寺田裕子兼任講師担当就任のため
変更（29）

平成27年4月
ロサレス・シエラ・パトリシア兼
任講師就任辞退のため、担当者を
変更（27）

スペイン語Ⅱ スペイン語Ⅱ

スペイン語Ⅲ

平成28年4月

ﾏｴﾀﾞ ﾋﾃﾞｵ
前田　秀夫

（66）

ﾛﾊﾞｰﾄ　ﾌﾞﾗｳﾝ
ロバート・ブラウン

(67)

講師

講師

兼任

兼任

英語ⅡA 英語ⅡA

講師
ｶﾜﾀﾞ　ｶｦﾙ

川田　カヲル
（60）

平成29年4月

平成26年4月 人間関係論

平成27年4月
山本由布子兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（27）

平成29年4月
山根恒平兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（29）

ﾌｼﾞﾀ ｺｳｼﾞ
藤田　浩司

(48)

基礎演習B※
ﾔﾏﾈ　ｺｳﾍｲ
山根　恒平

（67）
平成26年4月 基礎演習B※ 兼任

平成26年4月
英語ⅠA

平成26年4月
吉井亜彦兼任講師就任辞退のた
め、担当者を変更（26）

スペイン語Ⅲ

兼任 講師
ﾃﾗﾀﾞ ﾋﾛｺ

寺田　裕子
（60）

平成28年4月

スペイン語Ⅰ

平成28年4月
寺田裕子兼任講師就任辞退のた
め、変更。
後任未定科目については担当者が
他に一名いるため支障はない
（28）

スペイン語Ⅱ

後任未定 スペイン語Ⅲ
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教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｂ）

4 2 0 11

［　0　］ ［　0　］ ［　0　］ ［ 0　］

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時におけ
る設置基準上の必

要専任教員数

うち、完成年度時におけ
る設置基準上の必要教授

数

8 4

名 名

（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

　　　　

　（２）－②　専任教員数

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

70 0 0

歳 名 名

　（２）－③　年齢構成

年齢構成

定年規定の定め
る定年年齢

（歳）

報告書提出時（上記
（Ａ））の教員のうち、
定年を延長して採用して

いる教員数

完成年度時（上
記（Ｂ））の教
員うち、定年を
延長して採用す

る教員数

［　0　］

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに，

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

4 2 0 11
5

(5) (4)

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成２９年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

(2) 0 (11)

講　師 助　教
計

（Ａ）
教　授

5 4 2 0 11
5

教　授 准教授 助　教 計 准教授講　師

設置時の計画 現在（報告書提出時）の状況 現在（報告書提出時）の完成年度時の計画
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

必修 英語ⅠA ② 専任教員の担当コマ数調整のため（26）

バンクス　祥恵講師4
専任教員の担当コマ数調整のため就任辞退（27）

選択 情報英語A ②

選択 情報英語B ②

日本語表現基礎 ① 専任教員の担当コマ数調整のため（26）

3 准教授 日吉　昭彦 選択 社会学概論 ①
平成26年度に専任教員の担当コマ数調整のため、
担当者を兼任講師に変更したが、平成27年度より
同理由により日吉准教授が担当に就任した（27）

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

専任教員の担当コマ数調整のため（26）

合計（Ａ） 後任補充状況の集計（Ｂ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

情報英語D選択 ②

選択 情報英語C ②

1 教授 岡野　雅雄 選択 日本語表現基礎 ①

2 准教授 田畑　則重 選択

選択 7 科目 選択 3

必修 1 科目 必修

自由 0 自由 0 自由 0

0 必修 1 必修 0

選択 4 選択 0

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

計 0

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

4 人

計 8 科目 計 3 計 5

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由 0 科目

辞任等の理由

必修 英語ⅡA ②

必修 英語ⅠB

① 専任教員の担当コマ数調整のため（27）

選択 日本語表現基礎 ① 専任教員の担当コマ数調整のため（27）

専任教員の担当コマ数調整のため（27）

バンクス祥恵専任講師復職のため、後任補充状況
を変更（29）
育児休業取得のため（28）

選択 日本語表現基礎

専任教員の担当コマ数調整のため（29）
選択

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

①
②

必修 英語ⅡB
①
②

バンクス　祥恵講師3

必修 プレゼミナールB
①
②

映像プロデュース論 ①

選択 映画分析演習 ②

篠﨑　光正教授1

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

3 必修 2 必修 0

選択 8 科目 選択 3

必修 5 科目 必修

選択 4 選択 1

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

0 自由 0

計 13 科目 計 6 計 6

7 人
自由 0 科目 自由 0 自由

計 1

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

7 准教授 田畑　則重 選択 日本語表現基礎 ② 専任教員の担当コマ数調整のため（29）

メディア論 ② 専任教員の担当コマ数調整のため（29）6 准教授 酒井　信 選択

5 教授 友安　弘 必修 ゼミナール ② 専任教員の担当コマ数調整のため（29）

選択 コピーライティング ③ 専任教員の担当コマ数調整のため（29）

4 教授 岡野　雅雄 選択 日本語表現基礎 ②

加藤　綾子講師2

専任教員の担当コマ数調整のため（29）
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　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

合計（Ａ）＋（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 15 科目 選択 6

必修 6 科目 必修

自由 0 自由 0

3 必修 3 必修 0

選択 8 選択 1

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を

　　　　記入してください。

計 1

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

8 人

計 21 科目 計 9 計 11

篠﨑光正、岡野雅雄、酒井信、田畑則重の担当科目については、専任教員の担当コマ数調整のため、十分に教育活動ができると判断された
専任教員および兼任講師が代わりに担当することとした。
加藤綾子の「コピーライティング」については、専任教員のコマ数調整のために後任の兼任講師が決定していたが、当該兼任講師の急逝に
より、開講期を変更し後任補充に向けて対応している。
友安弘の「ゼミナール」については、当人が平成29年度末で定年退職することに鑑み、十分に教育活動ができると判断された兼担講師が代
わりに担当することとした。
なお、学生への周知は、学部学科のオリエンテーションで説明するとともに授業時間割表によって行った。

自由 0 科目 自由 0
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区　　　分 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

該当なし

設　置　時

（26年4月）

該当なし

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（27年2月）

該当なし

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（28年2月）

該当なし

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（29年2月）

　　　　ください。（実地調査や面接調査を実施した日ではありません。）

（注）・　「設置時」には，当該大学等の設置時（認可時又は届出時）に付された留意事項（学校法人の

６　留意事項等に対する履行状況等

留　意　事　項　等

　　　　記入してください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」の（年月）には，調査結果を公表した月（通常２月）を記入して

　　　　寄附行為又は寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等

　　　　について，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された意見に対する

　　　　履行状況等について，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば，添付

　　　　してください。

　　　・　同一設置者が設置する既設学部等に付された意見は、当該大学から提出される全ての報告書に
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

該当なし 該当なし

②　実施状況

　　・新任教員のための研修会の実施

　　・授業改善のための学生・教職員懇談会の実施

　ａ　実施内容

　　・授業改善のためのアンケートの実施

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　・教育研究推進センター全体運営会議

　　（平成28年度）年２回/構成員計（教員17名、事務局1名）参加　各回平均14名の出席

　　・教育研究推進センター越谷校舎運営会議

　　（平成28年度）年８回/構成員計（教員7名、事務局1名）参加　各回平均7名の出席

　　・教育研究推進センター湘南校舎運営会議

　　（平成28年度）年８回/構成員計（教員10名、事務局1名）参加　各回平均8名の出席

　ｃ　委員会の審議事項等

　　・授業アンケートの実施・評価・活用に関すること

　　・授業スキルの向上に関すること

　　・教育の改善のための教員研修に関すること

　　・外部資金獲得の支援に関すること

　　・研究環境の改善に関すること

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　平成23年度より「文教大学教育研究推進センター」を設置した。

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　設置時の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜情報学部　情報社会学科・メディア表現学科＞

（１） 設置計画変更事項等
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　　・授業改善アンケートの実施⇒セメスター終了時に原則として履修者数が10名以上の授業で実施

　　・ＦＤ・ＳＤ研修会の実施

　　　それぞれの考えを共有した。

　　・学生と教職員との授業懇談会の実施

    ・ＦＤ・ＳＤ研修会 平成28年10月19日に開催

　　　　教員35名、職員13名参加

　　・授業改善のための学生・教職員懇談会　平成29年1月18日に開催

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　　　　学術情報データベース等について）

　　　学生から授業運営に関する要望を主に聞くための場として学生と教職員との授業懇談会を実施した。

　ｂ　実施方法

　　・新任教員のための研修会

4月上旬に、全新任教員向けに学長、副学長および学部長等を説明者とし、約６時間の集合研修を実施

　　　（教育理念、教育姿勢、特色、授業改善に関する講演、授業各学部紹介、研究倫理、ハラスメント防止、

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　・学生と教職員の授業懇談会の結果のとりまとめを行い、各学部教授会に記録を報告して授業運営について

　　　議論している。

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等

　　　授業区分ごとに集計を行い、学内専用ホームページに集計結果を掲載している。

　　　障害者差別解消法をテーマに事例発表と大学としてどのようなことをすべきか議論を行い、

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　平成28年７月及び平成29年１月に実施

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　・新任教員研修会　毎年4月　平成28年度は、該当新任教員8名のうち8名参加

　　　（平成28年度は学生15名、教員13名、職員2名参加）
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　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（４） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　平成２９年　　６月　　１日　　）

　　　　含めて記入してください。

　　　大学ホームページに公表済み

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・平成２７年４月１日　公表

　　・大学ホームページに掲載

③　認証評価を受ける計画

　　・平成２７年度に評価機関（大学基準協会）の評価を受け、大学基準に適合との認定を受けた。評価結果は

　ｂ　公表方法

　　別紙のとおり。

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見
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設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見 

 

（設置の趣旨・目的） 

 文教大学は、人間性の絶対的尊厳とその無限の発展性とを確信し、すべての人間を信じ、尊重し、

温かくいつくしみ、優しく思いやり、育むことを内容とする「人間愛」を建学の理念とする。情報学

部はこの建学の理念の下、「情報」を総合的に扱う学際的学部として 1980年に設置され、情報社会の

進展とともに歩んできた。 

 しかるに、周知のようにその後の情報化の進展は著しい。情報学部の改組は、この社会の変化に対

応するものであり、従来情報学部の一学科であった経営情報学部を母体として経営学部が設置される

時期に合わせて、学部として果たすべき役割を再認識し、情報社会の要求により適切に応えるため行

ったものである。 

 基本方針は以下の点であった。 

 ①変革期を過ぎ、発展期に入った情報社会をリードする人材を育成する。 

②「情報」を総合的に取り扱う学部としての総合性を尊重する。 

 以上の方針の下、情報学部は、それぞれ定員150名であった広報学科、経営情報学科、情報システ

ム学科の三学科体制を改め、新たな三学科体制とすることとした。その内容は、広報学科、経営情報

学科の二学科を募集停止し、残る情報システム学科に加えて、新たに情報社会学科およびメディア表

現学科（以下、新設二学科）を設置するものであり、定員も見直してそれぞれ95名とするものであっ

た。 

 

（所見） 

１．教員の就任状況について 

新設二学科設置にあたっては、新たに7名の教員を補充することとしており、予定されていた教

員はすべて平成26年4月1日をもって情報学部に着任した。これにより、情報学部の教員は 33名

となった。尚、平成 28年 3月 31日、情報社会学科所属教員 1名の退職があり、平成 29年 4月 1

日就任予定の補充人事を平成 28 年度中に実施予定であったが、人事選考が不調に終わったため、

止むを得ず平成30年度 4月1日就任予定の人事として平成 29年度中に実施予定である。 

 

２．施設設備等の準備状況について 

施設設備等については従来の情報学部の施設・設備を利用することとしており、従来どおり問題

なく稼働している。 

 

３．志願状況および入学者数について 

平成29年度の学生募集を行った結果、下表の結果を得た（平成29年4月時点）。平成28年度に

比し、志願者数において、3学科とも前年度に比べ大幅な増加となった。この理由として、次が考

えられる。 

① 受験生・保護者・高等学校に対する広報・周知の取り組みが奏功したこと 

② 学部間・学科間併願を行う受験生に対する検定料優遇等の全学的取り組みが奏功したこと 
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平成 29年度入試では、これまで志願者数に伸び悩みの目立った情報社会学科においても志願者

数を大きく伸ばしており、概ね満足のできる結果となったが、志願状況の改善に奢ることなく、着

実な志願者募集を心がけたい。 

 

平成 29年度入試 募集人員 志願者 入学者 

前年比 

（志願者） 

情報学部 

情報システム学科 95 624 107 +188 

情報社会学科 95 573 109 +267 

メディア表現学科 95 680 109 +223 

合計 285 1877 325 +678 

      
      
〔参考〕平成 28年度入試 募集人員 志願者 入学者 

 

情報学部 

情報システム学科 95 436 108 
 

情報社会学科 95 306 107 
 

メディア表現学科 95 457 118 
 

合計 285 1199 333 
 

 

４．総括評価 

今回の改組では、定員を見直し教員組織を拡充することもでき、よりきめ細かな学生指導が可能

となっている。また、副専攻制度（他学科ないしは自学科の他の領域の科目 16 単位を履修するこ

とにより副専攻が認定される）を新たに設けたことなどにより、学生には幅広い領域の学習を提供

できることになった。これらにより、情報学部は、社会における有為な人材を育てる役割をこれま

で以上に積極的に果たす素地を整えることができたものと言える。 

設置1年目に比し、設置 2年目で志願者数の減少を見たが、設置3年目では、志願状況に改善の

兆しが見られ、設置4年目においては、志願者数を大きく伸ばすことができた。この傾向を維持継

続することを目指し、高等学校との連携を深めるなどの取組を継続することによって、志願者の確

保に努めてゆく。 

引き続き、学生指導、学習環境の整備、教育・研究の推進を進め、設置の趣旨・目的の達成に向

けて全学科が努力し、また不断に改善に取り組む所存である。 

以 上 
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文教大学教育研究推進センター規程 

 

（目的） 

第１条 この規程は、文教大学（以下「本学」という。）学則第６７条に基づき、文教大学教育研

究推進センター（以下「センター」という。）の組織及び管理運営に必要な事項を定め、センタ

ーを効果的に管理運営することによって教員の教育研究活動に対して必要な支援を提供し、も

って本学の教育研究の水準を向上させることを目的とする 

 （設置） 

第２条 センターは、本部を旗の台校舎に置き、支部として、越谷校舎及び湘南校舎にそれぞれ

教育研究推進センター越谷及び教育研究推進センター湘南（以下「校舎センター」という。）を

置く。 

（事業等） 

第３条 センターは、第１条の目的を達成するため、次に掲げる事業等を行う。 

(１)本学の教育改善及び研究推進を目指す事業 

(２)本学教員の教育・研究推進に関わる資金獲得に向けての支援 

(３)教育及び研究に関わる外部機関との連携の支援 

(４)大学組織及び教育・研究に関わるデータの収集・管理に関する事務及び事業 

(５)その他本学の教育研究水準向上に資する事業 

２ センターは、前項の事業等を計画・実施する際、大学院を含む本学の教育研究組織と十分な

連携をとり、効果的な事業等を適切に実施できるように努めなければならない。 

（センターの構成） 

第４条 センターは、次の者をもって構成する。 

センター長         １名 

センター次長        ２名 （各校舎１名） 

センター主任       １３名 

事務組織責任者       １名 

事務職員    必要と認めた人数 

 （組織） 

第５条 第３条に規定する各事業を遂行するため、校舎センターに次の部門を置く。 

(１)教育推進部 

(２)研究推進部 

(３)連携推進部 

(４)調査部 

２ 前項に関わらず、課題によってセンター全体で取り組むこととし、その場合は、所属部門に

関わらずセンター主任による担当チームを置くことができるものとする。 

３ 前項の担当チームの設置及び構成は、センター長が決定する。 

（センター長） 

第６条 センター長は、学長の命を受けセンターの運営方針を決定し、その事業を統括する。 
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２ センター長は、毎年度の終わりに当該年度の事業の成果及び次年度の事業計画を学長に報告

し、承認を得なければならない。 

３ センター長は、センターの業務遂行状況について、適宜学長に報告し、また、協議するもの

とする。 

４ センター長は、全体運営会議を開催し、議長となる。 

５ センター長は、第５条第 1 項に規定する部門の事業を全学的な方針のもとに進めるため、両

校舎合同の部門会議を開催し、各部門の業務遂行に必要な事項を協議する。 

６ センター長は、本学の副学長の中から学長が任命する。ただし、副学長不在の場合は、本学

の専任教員から学長が任命する。 

７ センター長の任期は２年とし、再任を妨げない。 

８ センター長が任期途中で交代した場合、後任の任期は、前任者の残任期間とする。 

（センター次長） 

第７条 センター次長は、センター長の命を受け、所属する校舎センターに設置する各部門の連

携及び調整を図るとともに、校舎の教育推進部の責任者となり、また、校舎センターの業務を

統括する。 

２ センター次長は、校舎運営会議を開催し、議長となる。 

３ センター次長は、各校舎の専任教員の中から学長が任命する。 

４ センター次長の任期は２年とし、再任を妨げない。 

５ センター次長が任期途中で交代した場合、後任の任期は、前任者の残任期間とする。 

（センター主任） 

第８条 センター主任は、第５条に規定する部門のいずれかに所属し、センター長の命を受け、

その業務を遂行する。 

２ 教育推進部に所属するセンター主任は、各学部１名ずつとし、当該主任の任期満了の１カ月

前までに学部長の推薦に基づき学長が任命する。 

３ 研究推進部、連携推進部、調査部に所属するセンター主任は、部門ごとに各校舎１名ずつと

し、当該主任の任期満了の１カ月前までに学長が任命する。 

４ センター主任の任期は２年とし、再任を妨げない。 

５ センター主任が任期途中で交代した場合、後任の任期は、前任者の残任期間とする。 

（各部門の構成及び所掌事項） 

第９条 第５条に規定する各部門の構成及び所掌事項は、次の各項に定める通りとする。 

１ 教育推進部 

(１) 構成 

教育推進部は、センター次長及び第８条第２項による主任で構成する。 

(２)業務 

教育推進部は、以下の業務を遂行する。 

ア、 授業アンケートの実施・評価・活用に関すること。 

イ、 教員の授業スキルの向上に関すること。 

ウ、 教育の改善のための教員研修に関すること。 
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エ、 教育環境改善方策に関すること 

オ、 その他、第３条の事業を推進するために必要なこと 

２ 研究推進部 

(１) 構成 

研究推進部は、第８条第３項による主任で構成する。 

(２) 業務 

研究推進部は、以下の業務を遂行する。 

ア、 外部資金獲得の支援に関すること 

イ、 研究環境改善方策に関すること 

ウ、 学長調整金による研究等支援の手続きに関すること 

エ、 学術図書出版助成の手続きに関すること 

オ、 研究倫理関係書類の保管に関すること 

カ、 その他、第３条の事業を推進するために必要なこと 

３ 連携推進部 

(１) 構成 

連携推進部は、第８条第３項による主任で構成する。 

(２) 業務 

連携推進部は、以下の業務を遂行する。 

ア、 地域大学等とのコンソーシアムの推進に関すること 

イ、 産官学連携の推進に関すること 

ウ、 その他、第３条の事業を推進するために必要なこと 

４ 調査部 

(１) 構成 

調査部は、第８条第３項による主任で構成する。 

(２) 業務 

調査部は、以下の業務を遂行する。 

ア、 学生生活調査の実施に関すること 

イ、 本学の教育及び研究に関する各種統計の収集及び管理に関すること 

ウ、 教員の教育研究業績の管理及び公開に関すること 

エ、 その他、第３条の事業を推進するために必要なこと 

（部門の運営） 

第１０条 第５条に規定する各部門の運営は次の各項に定める通りとする。 

１ 教育推進部 

ア、 校舎の教育推進部は、センター次長を中心に校舎における教育推進部の業務を遂行

する。 

イ、 教育推進部は、校舎教務委員長、学部教務委員長等との連絡会を持つものとする。 

ウ、 前号の連絡会は、両校舎合同で開催する場合はセンター長が招集し、校舎ごとに開

催する場合はセンター次長が招集する。 
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エ、 教育推進部の各主任は、各学部の教授会に必要な連絡及び報告を行い、連携を良く

して教育改善の取り組みを進めなければならない。 

２ 研究推進部 

ア、 研究推進部主任は、校舎における研究推進部の業務を遂行する。 

イ、 研究推進部は、研究所長との連絡会を持つものとする。 

ウ、 前号の連絡会は、両校舎合同で開催する場合はセンター長が招集し、校舎ごとに開

催する場合は研究推進部主任が招集する。 

３ 連携推進部及び調査部 

ア、 連携推進部及び調査部の主任は、所属する校舎におけるそれぞれの部門の業務を遂

行する。 

４ 第５条に規定する各部門は、センター長が開催する両校舎合同の部門会議を通じ、全学的な

方針に基づいて業務を遂行するものとする。 

（全体運営会議） 

第１１条 センターの運営方針を確認し、センター全体の業務遂行状況を把握し、構成員相互の

意思疎通を図り、業務を効率的に実施するため、全体運営会議を開催する。 

２ 全体運営会議は、次の者をもって構成する。 

(１) センター長 

(２) センター次長 

(３) センター主任 

(４) 事務組織責任者 

(５) その他センター長が必要と認めた者 

３ 全体運営会議は、年２回開催することを原則とし、必要な場合は臨時にこれを開催できるこ

ととする。 

４ 全体運営会議で協議された事項は、センター長が学長に報告する。 

（校舎運営会議） 

第１２条 校舎センターの業務遂行状況を把握し、構成員相互の意思疎通を図り、業務を効率的

に実施するため、校舎運営会議を開催する。 

２ 校舎運営会議は、次の者をもって構成する。 

(１) 当該校舎センターに所属するセンター次長 

(２) 当該校舎センターに所属するセンター主任 

(３) 事務組織責任者 

(４) その他センター次長が必要と認めた者 

３ 校舎運営会議は、毎月１回（８月を除く。）開催することを原則とし、必要な場合は臨時にこ

れを開催できることとする。 

４ センター次長は、校舎運営会議で協議された事項について、センター長に報告する。 

（事務） 

第１３条 センターの事務は、大学事務局長が指名した部局が主管する。 

（改廃） 
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第１４条 この規程の改廃は、大学審議会の議を経て学長が決定する。 

 

附 則 

１ この規程は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 文教大学及び文教大学女子短期大学部教育・研究推進委員会規程は、廃止する。 

附 則 

この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 
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